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江戸期における河川舟運の物流システムと都市の変遷に関する研究
小林　高英
　本研究は、江戸期における河川舟運の物流システムに着目して、江戸期の河川舟運による物資
需要の増加の背景と、江戸期の河川舟運による輸送物資や川舟、さらに河岸の立地の特徴を明ら
かにし、江戸期から現代までの都市の変遷の特徴を明らかにすることを目的とする。本研究の内
容と得られた結果を章別に要約すると、以下のとおりでなる。
　1章では、本研究の背景、目的、手順を述べた。
　2章では、本研究における分析対象である河川舟運の概要と、物流システムの考え方を述べた。
　3章では、江戸期における河川舟運による物資輸送の増加の要因を、対象河川別に述べ、また
河川舟運による物資輸送の増加の要因を政治的背景と経済的背景の視点から明らかにした。その
結果、物資輸送の増加の要因には、物資供給の増加と、人と物の交通の分離、河川舟運の統制、
商取引活動の増加に要因があることが分かった。
　4章では、江戸期における河川舟運による輸送物資を、河川別に明らかにすることにより、輸
送物資の品目特性と輸送形式を明らかにした。また、河川別に河川舟運により利用された川舟の
特徴を明らかにした。その結果、川舟の輸送効率や経済性、その品質管理や、河川の特徴による
川舟の種類や運航方法が分かった。
　5章では、江戸期における河岸の立地場所の特徴を明らかにすることを目的とし、まず江戸期
の河川舟運における物流施設を明らかにし、次に河岸の物流機能を明らかにし、河岸の立地場所
の分類の考え方を述べた。その結果、利根川の河川舟運における河岸の立地場所の特徴を明らか
にしたとき、河岸は必ず交通の要所にあったことが分かった。
　6章では、江戸期から現代における都市の変遷を、商業中心や物流施設としての河岸の変遷か
ら明らかにすることを目的とする。その結果、輸送機関の変遷と都心の拡大と発展の相互関係に
ついて分かった。
　7章では、本研究の総括的結論を以下のように述べた。
　①江戸期における河川舟運の物流システムの構築は、河川や河岸などの交通施設の整備だけで
なく、輸送制度の確立や輸送物資の品質管理などを考慮していた。
　②江戸期から現代における都心の拡大と発展は、河岸に着目したとき、商業業務機能と物流機
能の分離による都市の変遷がされていた。
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第1章はじめに
1－1　本研究の背景と目的
1－1－1　本研究の背景
　世界の多くの大都市は海や河川沿岸に面して形成されている。例えば、ロンドン（イギリス）
のテームズ川やパリ（フランス）のセーヌ川、東京（目本）の隅田川などである。
　これは人が都市で生活するためには物資の供給が必要不可欠で、自動車や鉄道のなかった時代
では、内陸における大量の物資運送手段として河川を利用した運送（以下：河川舟運）に頼らざ
るをえなかったためである。1）2）3）4）
　この河川舟運は、江戸期以前より利用されていたが、徳川家康が江戸に入城し、江戸期の成立
（1603年〉以降は全国の多くの河川で河川工事が進み、城米（年貢米）などの徴税制度の確立と
ともに、多くの河川で河川舟運が利用されるようになった。
　河川舟運には、これに利用する舟（以下、川舟）や、河川の港に相当する河岸を必要とし、さら
には輸送具として俵や樽も使用されていた。このため、河川舟運の実態の分析には、河川舟運を
物流システムに着目する必要があると考えられる。
　また、国内における物資輸送は、現在では主に自動車によるもので、交通路として国道や高速
道路などがあり、物流拠点となる流通センターなども国道や高速道路沿いに多く設置している。
そのため、江戸期においては河岸を中心に都市が発展・拡大していたが、現代では高速道路のイ
ンターや鉄道駅などの交通結節点を中心に都市が発展・拡大している。
　例えば、岐阜県加茂郡八百津町は、2002年3月の人口13，896人の都市で、江戸期において木
曽川の河川舟運の遡行終点の河岸で物資輸送が盛んであった。しかし現在では2001年9月に名
鉄八百津線が廃止され、川舟も鉄道も通らない都市となってしまった。逆に、河川沿岸ではない
八百津町の2つ隣の多治見市には、1972年10月に高速道路が開通し、多治見I　CとJ　R多治見
駅を中心に発展・拡大し、2002年3月の人口は104，994人となっている。
1－1－2　本研究の目的
　都市の成立に物資供給が不可欠だったとすれば、各時代における主要な交通結節点を中心とし
て、都市が成立していると考えることができる。
　従来の研究では、河川舟運そのものの発展と衰退や、河岸や川舟に関する研究は多いが、物流シ
ステムに着目したものは少ない。
　そこで本研究では、江戸期の河川舟運における物流システムに着目して、江戸期の河川舟運にお
ける物流システムと、物流システムからみた都市の変遷を明らかにすることを目的とする。
　なお本研究は、出版物とともに、各地区における郷土資料や、図書館・博物館・資料館の資料を
用いる。
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1－2　本研究の手順
　本研究では、江戸期の河川舟運における物流システムに着目して、江戸期の河川舟運における
物流システムと、江戸期から現代における都市の変遷を明らかにすることを目的とし、以下の手
順で行う。
　「第1章　はじめに」では、本研究の背景と目的（1－1）、本研究の手順（1－2〉を述べる。
　「第2章　河川舟運と対象河川の定義」では、河川舟運と対象河川の定義（2－2）と、物流
システムの定義（2－3）をする。
　「第3章　江戸期における河川舟運による物資輸送の増加」では、対象河川からみた河川舟運
による物資輸送の増加（3－2）について明らかにしたうえで、政治的・経済的背景からみた河
川舟運による物資輸送の増加（3－3）について明らかにする。
　「第4章　江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴と川舟の運航方法」では、江戸期の河川舟
運による輸送物資の特徴（4－2）と、江戸期の河川舟運における川舟の種類と運航方法（4－
3）を明らかにする。
　「第5章　江戸期の河川舟運における河岸の物流機能と立地場所の分類」では、江戸期の河州
舟運における河岸の物流機能（5－2）を明らかにしたうえで、江戸期の河川舟運における河岸
の立地場所の分類（5－3）をし、河岸の立地場所の特徴を明らかにする。
　「第6章　江戸期から現代における河岸の変遷と江戸の都市計画」では、対象河川である荒川
の支流の隅田川河口に位置する江戸市街の河岸に着目して、江戸期から現代における都市の変遷
（6－2）について明らかにしたうえで、江戸の都市計画とロジスティクス（6－3）について
明らかにする。
　r第7章　おわりに」では、本研究の総括的結論を述べる。　（図1－2－1）
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第2章　河川舟運と物流システムの定義
2－1　本章の目的と手順
2－1－1　本章の目的
　本研究では、江戸期の河川舟運における物流システムに着目して、江戸期における河川舟運
の物流システムと、都市の変遷を明らかにすることを目的とする。
　このとき、江戸期の河川舟運における物流システムを明らかにするためには、河川舟運と物
流システムの定義を行う必要がある。
　また、河川舟運に利用されていた河川は、江戸期の目本において多くあった。そのため、本
研究で対象とする河川を定義する必要がある。
　一方、物流システムは、物流ネットワークと品質管理により構成されており、物流ネットワ
ークはノード・リンク・モードで構成され、品質管理は、物流機能である。そのため、物流ネ
ットワークと品質管理、物流機能の定義をする必要がある。
　よって、本章では、河川舟運と対象河川、物流システムの定義を行うことを目的とする。
2－1－2　本章の手順
　本章では、河川舟運と対象河川、物流システムの定義をすることを目的とし、以下の手順で
行う。
　第一に、本研究の河川舟運と対象河川の定義をし、対象河川の概要を述べる。（2－2）
　第二に、本研究における物流システムを定義するため、まず物流と物流機能について定義し
たうえで、物流ネットワークと品質管理を定義し、本研究における物流システムを述べる。（2
－3）（図2－1－1）
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2－2　河川舟運と対象河魁の定義
2－2－1　本研究における河川舟運
　本研究における河川舟運とは、出発地点の河岸から到着地点の河岸へ、河川上で川舟を利用
して輸送物資を運ぶことである。
　このとき輸送物資を、河岸から川舟へ積み上げや、川舟から別の川舟へと積み替え、川舟か
ら河岸への荷降ろしを行ったり、蔵に輸送物資を保管したり、問屋で商取引も行われる。
　また、日本の河川の特徴として、距離が短く、勾配が急で、さらに目本には四季があるので、
季節によって大量に雨が降り、水がいっきに流れる。さらに、洪水時と渇水時との水位差がか
なり大きい。つまり、河川舟運は自然環境に大きく影響され、それは河川舟運の物流システム
が河川別に地方によっても変わることを意味する。
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2－2－2　対象河川の概要
（1）本研究で対象とする24河川
　本研究で対象とする河川は、江戸期における全国の代表的な河川を対象とするため、現在の
地方別を参考に、江戸期の目本を地方別に分類する。このとき、江戸期においては北海道は蝦
夷地、沖縄は琉球と名付けられていた。よって、本研究の対象とする河川は北海道、沖縄の河
川を除くことにする。
　次に地方別に分けるとき、大きく分類すると東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州で
ある。しかし、中部地方は北陸と中部に分類することができるため、本研究では東北、関東、
北陸、中部、近畿、中国、四国、九州の8つの地方に分類して対象河川を定義する。
　次に本研究で対象とする河川は、流域面積のもっとも大きい3河川を対象とする。それは流
域面積の大きい河川は、江戸期において川幅が広かったと考えられ、川幅の小さい河川よりも、
大きい河川が河川舟運に適していたと考えられるためである。
　また、九州地方では川幅大きい河川の中で本州にもっとも近い遠賀川や、三大急流である球
磨川を対象とし、その他、九州地方で流域面積がもっとも大きい筑後川を対象とする。
　よって、本研究の対象河川は東北地方では、北上川・最上川・阿武隈川である。関東地方で
は利根川・荒川・那珂川である。北陸地方では信濃川・阿賀野川・神通川である。中部地方で
は木曾川（以下木曽川）・天龍川（以下天竜川）・富士川である。近畿地方では淀川・熊野川・
由良川である。中国地方では江の川・高梁川・吉井川である。四国地方では吉野川・四万十川・
仁淀川である。九州地方では筑後川・球磨川・遠賀川である。（図2－2－1）
最上川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿賀野川　』，　　　　北上川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　信濃ll　㌢・　　　　　　 　　　　 　　　　阿武隈川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　の　　　　　　　　　　　　　　神通川　　　　！》ろ遍〆！、い
　　　　　　　　　　　旭川由良l　I　l㌃〆一　　誉　　　　　　那珂川
　　　　　　　　　高梁川　　　　苓
　　　　　　　　　　　　　　　　ご｝＾　　　　　　　　　　　　　　　　卜、　　　　　　　　　　　ノ　　　　　江の川　　　　　　～　　　　1　　　　　　～　　　　　　　　　　　　〆　　）　　　　　利根川
　　　　　　　　　　　　モン　　　　　　　　　た
　　　　　　　　　　　　　　　疏　　　　　　　荒川　　遠賀川　　　　　　　　　　　　　　1　　　天龍川古　　　　　　　　　　　　　　　、・　　　　　晶士川筑後川　　　　　　　　　　　　　　　　　木曾川
　　　　　　　　　　　　　淀川　 熊野川
　　　　　　　　　　　吉野川　　　　　　　四万十川仁淀川
球磨川
図2－2－1　本研究における対象24河川
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（2）東北地方における対象河川の概要
1）北上川
　北上川は、岩手県北部の七時雨火山に源を発し、北上山地と奥羽山脈の間に縦谷をつくって
南流し、宮城県石巻市で仙台（石巻）湾に注いでいる。
　流域面積は10，150k㎡、流路の長さは249kmである。流域面積と流路の長さは、ともに全
国第四位で、東北では第一位である。北上川は、流域面積の4分の3は岩手県が占め、東北の
母なる河川である1）
　北上川の勾配は全般的にゆるやかである。左岸は北上山地の古生層・古期深成岩地帯を洗い、
右岸は上流で岩手火山の噴出物を削り、中流で新第3期層の左岸・凝灰岩を基盤とする台地・
扇状地の末端に侵食崖を作り、下流では広大な仙台（または仙北）平野に続く、北上本流が緩や
かな流路をとるのに対して、山地から比較的短距離を流下する支流群はいずれも急勾配かっ急
峻な谷壁をもち、このため北上川はしばしば洪水を引き起こしてきた。2）
2）最上川
　最上川は、山形県と福島県の県境の吾妻山に源を発し、米沢盆地に流れ込み、中央部を経て
目本海に注いでいる。
　流域面積は7，039k㎡、流路の長さは229kmである。最上川は山形県を縦断して流れ、流域
面積は県面積の75％を占める。流域面積の80％は山地で、平野部は20％弱にすぎない。3）
　最上川には、曲流が著しい三難所と呼ばれる峡谷がある。その難所とは、碁点・三ヶ瀬・隼
（早房）である。また最上川流域には内陸性気候と海洋性気候の地域を含み、両者を含めて同
時に豪雨のあることは少ない。そのため大洪水は発生しにくいが盆地間の狭窄部付近では洪水
となる場合が多い。また、流域の大半を占める山地は積雪量が多いため、融雪による洪水も発
生する。4）
3）阿武隈川
　阿武隈川は、福島県白河市西方那須火山帯の三本槍岳東麓に源を発し、白川・須賀川・郡山・
福島を経て、阿武隈丘陵を横断し、角田・岩沼・荒浜を経て仙台湾に注いでいる。
　流域面積は5，400k㎡、流路の長さは239kmである。流域面積の八割を福島県が占め、流路
の長さは北上川に次いで東北第二の河川である。5）
　阿武隈川は、東北地方太平洋側の2大縦谷として北上川と共通するところが多いが、地形的
にはかなり異なった条件を持っている。流路の勾配は北上川より大きくいくっかの盆地間に顕
著な遷急点がある。阿武隈川は白河から福島までが上流で、福島から河口の荒浜までが下流と
され、上流の二本松、福島間20数kmは不可航区間である。6）
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（2）　関東地方における対象河川の概要
1）　利†艮川
　利根川は、上越国境三国山脈中の丹後山東方に源を発し、沼田盆地、高崎・前橋の台地を南
流し、群馬県伊勢崎市付近で扇状地を形成し、千葉県東葛飾郡関宿の狭窄部を流下して、ここ
より千葉県・茨城県境を画して東流を続け銚子を経て太平洋に注いでいる。
　流域面積は16，840k㎡、流路の長さは322kmである。利根川の流域面積は目本最大で、古
くは「刀禰川」と書き、別名r坂東太郎」とも呼ばれていた。7）
　利根川では、流路が古来よりほぼ変化することのない地域は、上流部峡谷から、前橋上流の
坂東橋付近までであって、ここより下流はしばしばその流れを変え、特に群馬県北部の妻沼低
地や加須低地に至っては乱流地域となっており、広大な沖積低地が形成され、そこには自然堤
防や、多くの池沼が発達した。また、上流部は川幅も狭く急流で、峡谷や段丘を作るが、前橋
付近で関東平野に出て緩やかになり、中流地方では板倉沼・城沼などの小湖地帯を流れ、下流
地方に霞ヶ浦・北浦・印旛沼などの大湖地帯をもって水郷をなし、太平洋へと注ぐ調子付近の
川幅は1km内外となっている。8）
2）荒川
　埼玉県秩父の主峰甲武信岳に源を発し、秩父盆地を経て関東平野に入り、東京湾に注ぐ。
　流域面積は2，940k㎡、流路の長さは173kmである。現在、荒川放水路を荒川、岩淵水門か
ら南流する旧荒川を隅田川と称する。9））
　荒川では、上流の奥秩父地方の山地は、高度が2，000mを超えてけわしく、降った雨の流出
が早い。しかも広い関東平野を緩流する距離が長いので、洪水がたびたび起こった。ゆ
3）男β王可，li
　那珂川は、栃木県の那須岳に源を発し、那須野ヶ原の水を集め、八溝山地を横切り、茨城県
内に流れ込み、平地に出て、水戸市や大洗町、ひたちなか市を流れ、太平洋に注いでいる。
　流域面積は3，270k㎡、流路の長さは150kmである。11）
　那珂川は、堤防整備状況が低く、過去より幾多の洪水により氾濫がおき、水害にあっている
常襲地帯で、台風などの来週のたびに洪水の脅威にさらされていた。12）
（3）　北陸地方における対象河川の概要
1）信濃川
　信濃川は、日本アルプスである甲武信岳の北西麓、長野県川上村に源を発し、新潟平野を経
て目本海に注いでいる。
　流域面積は11，900k㎡、流路の長さは367kmである。信濃川とは新潟県内での名称で、長
野県では千曲川と呼ばれ、信濃川の流路の長さは日本一である。王3）
　上流では支流に合わせて十目町盆地をっくり、渓口間では丘陵山地から流れだす支流を合わ
せて堆積している。下流は西蒲原郡分水町辺りで分流し、洲頂地形を形成している。前面は蒲
原砂丘に防がれ、河口付近に多くの潟湖があり、洪水調節の役目を果たしていた。14）
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2）阿賀野川
　阿賀野川は、福島県会津盆地の猪苗代湖に源を発する日橋川と、尾瀬沼を源と発し、東蒲原
丘陵山地を先行性蛇行に描いて横断し、新潟市村浜町で目本海に注いでいる。
　流域面積は7，710k㎡、流路の長さは249kmである。阿賀野川は、新潟県での名称で、阿賀
野川本流は下流で、上流では阿賀川と呼ばれている。15）
　県境山地で峡谷をうがって支流が合流する上流曲流部は雄大な峡谷美を特色とし、通称「阿
賀野川ライン」とよばれて、県立自然公園地区に指定されている。渓口には広大な扇状地面が
発達し、扇面には特色ある古い蛇行地形も残す。河口は蒲原砂丘にはばまれて、かつては信濃
川加工に合流していた。16）
3）神通川
　神通川は、富山県の中央部を南北に流れ富山市で富山湾に注いでいる。
　流域面積は2，720k㎡、流路の長さは120kmである。県内五大河川の一つである。17）
　上流部は高原川と宮川に分かれ、高原川は岐阜県と長野県の墳にある穂高岳に源を発し、宮
川は岐阜県大野郡宮村の宮峠に源を発しする両川は富山県内に入り、婦負郡細入村猪谷で合流
して神通川になる。猪谷より下流は両岸に段丘地形が発達する。庵谷峠の山地を迂曲する流路
は片地峡といわれている。上新川郡大沢野町笹津付近から扇状地を形成する。右岸に船崎野や
大沢野の旧扇状地があり、新扇状地は流路に狭く、特に左岸婦中町を中心に広がっている。18）
（4）中部地方における対象河川の概要
1）木曽川
　長野県の鳥居峠の北方、木曽山地の鉢森林に源を発し、御嶽山の東麓で支流を集め、南西流
して美濃に入り、支流飛騨川を合流するまで、主として美濃高原の花嵩岩の多い地域を嵌入蛇
行式に峡谷を形成して日本ラインの侵蝕を形成し、犬山から笠松、濃尾平野に入り、扇状地状
三角州をつくり、濃尾の国境を沿いながら西流、さらに東流して伊勢湾に注いでいる。19）
　流域面積は9，100k㎡、流路の長さは227kmである。長野・岐阜・愛知の三県にまたがる東
海一の河川である。
　木曽川は、かつて美濃山地の峡谷から低地に出て、勾配が緩やかになった所で犬山扇状地を
形成しながら分流乱流し、洪水の度に流路は変遷し、下流は度重なる水害に悩まされた。20）
2）天竜川
　天竜川は、長野県諏訪湖に源を発し、赤石・木曽両山の間を南流して、磐田郡佐久間町・龍
山村、天竜市の山間に峡谷を形成し、浜松市東端で遠州灘に注いでいる。
　流域面積は5，090k㎡、流路の長さは213kmである。静岡・愛知・長野の三県を流れる河川
である。21）
　天竜川は、太平洋に注いでいる河川の中では勾配が急で、河口近くまで急勾配が続くため、
難所の多い河川である。流域は雨量が多く、台風の影響も大きいという条件とあいまって、古
来より枚挙にいとまないほど洪水をもたらし、流路を変えてきている。このため、天竜川はr暴
れ天竜」と呼ばれていた。22）
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3）富士川
　富士川は、赤石山地北部と関東山地に源を発し、駿河湾に注いでいる。
　流域面積は3，990k㎡、流路の長さは128kmである。目本三急流の一つである。23）
　富士川は、上流部に赤石山地北部に源を発する釜無川と、関東山地に源を発する笛吹川が流
れ、甲府盆地の南西端の山梨県南巨摩郡鰍沢町付近で合流して富士川となる。そこから深い峡
谷をうがって南流し、富士郡芝川町白鳥山の北部で静岡県内に入り、駿河湾に注いでいる。富
士川では、日本三急流の一っでその急勾配を利用して水力発電所が多く設けられている。24）
（5）近畿地方における対象河川の概要
1）淀川
　淀川は、近江盆地のわが国最大の湖である琵琶湖に源を発し、瀬田川・宇治川・淀川と名を
変じっっ、大阪湾に注いでいる。
　流域面積は8，528k㎡、流路の長さは75kmである。大阪の「母なる川」とされ、滋賀・京
都・奈良・三重・兵庫・大阪の2府4県にまたがる河川である。25）
　淀川は、琵琶湖から、瀬田川、宇治川の峡谷部を経て京都府宇治市付近で京都盆地に入る。
京都伏見区淀を経て大阪府・京都府の境界、大山崎の狭隆部で三重県西部・奈良東部の水を集
める木津川を左岸に、京都府下の亀岡盆地を主な上流域とする桂川を右岸にそれぞれ合わせて
大阪府に入り、枚方市を経て大阪市に入り、旧淀川と分流し、新淀川と呼ばれる本流は南西に
まっすぐ流れ、西淀泡・此花両区の間で大阪湾に注ぐ。26〉
2）熊野川
　熊野川は、大峰山に源を発し、熊野灘に注いでいる。
　流域面積は2，360k㎡、流路の長さは183kmで、近畿地方第一の長さの河川である、。27）
　熊野川は、上流部では大嶺山を源とする十津川を本流とし、途中、宮井で大台ケ原付近に発
する北山川と合流し、三重・和歌山の県境を南下し、熊野灘に注いでいる。このとき、熊野川
の河谷はほとんど森林に覆われ、平地としては川岸のところどころに小氾濫原があるにすぎず、
人口密度も低い。28〉
3）由良川
　由良川は、京都府・滋賀県・福井県境の三国岳に源を発し、丹波・丹後地方を流れ、宮津市
由良で目本海に注いでいる。
　流域面積は1，880k㎡、流路の長さは146kmである。29）
　由良川は、丹波山地中では蛇行しつつ南西流し、上流域では丹波山の隆起によって峡谷や河
岸段丘を形成しており、綾部市付近の河岸段丘は5段に達する。由良川は、河川規模のわりに
は平地に乏しく、福知山盆地を形成した後も再び河口まで峡谷が断続的に続くため、しばしば
洪水に襲われた。丹波高原の目本海側へ流れる全水系が集中する福知山盆地では、出口に当た
る福知山市下天津付近で流路が著しく狭隆化するため、その被害は大きく、頻繁であった。30）
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（6）中国地方における対象河川の概要
1）江の川
　江の川は、広島・島根県境の阿佐山山塊三坂峠付近に源を発し、目本海へと注いでいる。
　流域面積は3，900k㎡、流路の長さは194kmである。江の川は中国地方最大の河川である。
「中国太郎」の名称ももつ。鋤
　江の川は、南流して、広島県可愛付近で方向を転じて可愛川となり三次盆地に入る。ここで
再び西北方向に転回し、中国山地を横断して江の川となる。江の川は中国山地の隆起にこうし
て侵食を続け先行性流路を形成してきたから三次より下流部では峡谷と河岸段丘が発達する。
島根県の浜原・粕淵付近で急回転し、流路を西南にとり蛇行しながら江津・渡津間で目本海に
注ぎ、広島県では可愛川、島根県では江の川と呼ばれているが、他の呼び方もある。32）33）
2）高梁川
　高梁川は、岡山県の西部に位置し、中国山地の新見市千屋の花見山に源を発し、高梁市・総
社市・倉敷市を経て、水島灘に注いでいる。
　流域面積は、2，670k㎡、流路の長さは111kmである。川辺川とも呼ばれていた。34）
　高梁川は、吉備高原の石灰岩地帯に阿哲峡などの峡谷をつくりつつ嵌入蛇行し、総社市以南
では長い年月のうちにたびたび流路をかえ、岡山平野のデルタ地区を形成した。高梁川流域の
気候は，全般に瀬戸内型気候帯に属しており，温暖で目照晴天が多く安定しているが，古くか
ら幾度となく洪水に襲われていた。
3）吉井川
　吉井川は、鳥取県境の中国山地の三国山に源を発し、奥津渓を経て津山盆地に流れ、児島湾
に注いでいる。
　流域面積は2，110k㎡、流路の長さは、133kmである。吉井川は、旭川とともに備前国の二
大河川であり、古来旭川を「西の大川」と称するのに対して、吉井川は「東の大川」と呼ばれ
ていた。35）
　吉井川流域の気候は，全般に瀬戸内型気候帯に属しており，温暖で日照晴天が多く安定して
いるものの，古くから幾度となく洪水に襲われていた。36）
（7）四国地方における対象河川の概要
1　）　吉里予」“
　吉野川は、四国山地の中央、石鎚山の東方瓶ヶ森に源を発し、四国山地を横断し、徳島市に
入り、紀伊水道に注いでいる。
　流域面積は3，750k㎡、流路の長さは194kmである。日本三大河川の一つで、「四国三郎」
という呼称がある。37）
　吉野川は、池田町以東は中央構造線に沿って流れ、この地溝帯を埋積して吉野川流域低地の
徳島平野をつくる。この平野には北の讃岐山麓に見事な複合扇状地が発達し河道に平行に沿っ
て多数の自然堤防が発達している。38）
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2）四万十川
　四万十川は、高知県高岡郡の不入山に源を発し、そこから南流して土佐湾に接近するが、西
に向きを変え、嵌入曲流しながら支流と合流し、さらに支流と合流しながら、西・南東に流れ、
土佐湾に注いでいる。
　流域面積は2，270k㎡、流路の長さは196kmである。四万十川は、四国第二の大河川であり、
「目本最後の清流四万十川」と呼ばれている。39）
　四万十川は、上流に窪川台地、中流の江川崎一中村に氾濫原、下流に中村の小平野を発達さ
せているだけで、流域は大部分山地で、県民に好適な生活舞台をつくらず経済的寄与は少ない。
とくに中村と中筋川流域では支流と本流との傾斜度が少ないため、支流の排水悪く雨季には氾
濫して農作物に被害をあたえ、交通を朴絶させ、集落を荒廃させることが多かった。40）
3）｛二三定∫U
　仁淀川は、四国山地の中央、石鎚山に源を発し、高知県中央部を東南流して土佐湾に注いで
いる。
　流域面積は1，560k㎡、流路の長さは、124kmである。仁淀川は、四国第三の大河揖である。
　仁淀川は、上流から高知県側へ入って剣・鳥形の両山脈を降壇するところは峡谷や蛇行が著
しく、かつて陸路は本流筋を避けて支流や谷や屋根づたいに通っていた。とくに高岡郡越知か
ら県境の近くまでは難所であった。越知から伊野に至る中流では河岸に氾濫原がよく発達し、
伊野から下流には東西に対抗する小平野が開けている。つまり、河口付近に山地があるため、
広い平野の発達を見ない。41）
（8）九州地方における対象河川の概要
1）筑後川
　筑後川は、熊本県の阿蘇外輪山および大分県の九重山に源を発し、筑後平野を貫流して有明
海に注いでいる。
　流域面積は2，860k㎡、流路の長さは143kmである。熊本・大分・福岡・佐賀4県をまた
がる目本三大河川の一っである。九州一の大河川で、「筑紫次郎」の別名がある。42）
　筑後川は、両筑平野において流路はゆるく曲流してはいるが、下流部のような蛇行はほとん
どなく、中流部では河床はまだ平衡状態に達しておらず下刻作用が強いのが要因であるといわ
れている。中流平野の沖積面は筑後川の水位よりかなり高く、沖積面が筑後川に向かってゆる
く傾いているため自然堤防の形成はごくまれである。43）
2）球磨川
　球磨川は、球磨・八代両郡境の九州山地の石楠峠と水上峠付近に源を発し、八代海に注いで
いる。
　流域面積は1，880k㎡、流路の長さは118kmである。球磨川は目本三急流の一つである。44）
　球磨川は、上流部より南流して人吉盆地に入るや南方・北方の支流を集めて水量とみに増加
し、川幅も増大する。人吉市では古生層の山地を横切る横谷をなし、奔流岩をかみ、河は瀬と
なり、淵となり、難所や奇勝が連続する。姻
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3）遠賀川
　遠賀川は、福岡県嘉穂・朝倉両郡境の馬見山および南東田川郡添田町の大分県境にそびえる
英彦山火山などに源を発し、筑豊炭田を北流し、遠賀郡芦屋町で響灘に注いでいる。46）
　流域面積は1，026k㎡、流路の長さは61kmである。遠賀川は福岡県下2位の大河川である。
　遠賀川は、上流では広く、下流では狭い流域に、44本の多数の支流が合流して複雑な樹枝状
河系を形成している。47〉（表2－2－1）
表2－2－1　地方別の対象河川の流域面積・流路の長さ・流域関係都道府県
地方名 河川名 流域面積k㎡
長さ
m 流域関係都府県
東北
上川 10，150249石手、呂
最上川 7，039229山形、宮城
阿武隈川 5，400239宮城、福島
北陸
信濃川 11，900367新潟、群馬、長野
阿賀野川 7，710210新潟、福島、群馬
神通川 2，720120富山、岐阜
関東
利根川 16，840322東京、埼玉、千葉、茨城、群馬、栃木
荒川 2940173東京、埼玉
那珂川 3，270150福島、茨城、栃木
中部
木曽川 9，100227愛知、長野、岐阜、滋賀、三重
天龍川 5，090213静岡、愛知、長野
富士川 3，990128静岡、長野、山梨
近畿
淀川 8，528 75大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、三重
熊野川 2，360183三重、奈良、和歌山
由良川 1，880146京都、兵庫
中国
江の川 3，900194島根、広島
高梁川 2，670111岡山、広島
吉井川 2，110133岡山、兵庫
四国
吉野川 3，750194徳島、香川、高知、愛媛
四万十川 2，270196高知、愛媛
仁淀川 1，560124高知、愛媛
九州
筑後川 2，860143熊本、大分、福岡、佐賀
球磨川 1，880118熊本
遠賀川 1，026 61福岡
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2－3　物流システムの定義
2－3－1　物流の定義
（1）既存研究における物流の定義
　統計審議会では、昭和40年のr物資流通消費に関する統計の整備にっいて」と題する答申の
なかで、「流通活動とは、物理的ないし社会的な“ものの流れ”に関する経済活動のことをい
う。……“ものの流れ”の“もの”とは有形・無形を問わず一切の経済財を指すものとし、…
・有形の諸物資と情報を考える」と定義している。48）
　これにより、r物的流通とは、物理的なものの流れに関する経済活動のことであり、物資流
通と情報流通が含まれる」と考えられる。さらに、この付属書として流通体系図が示され、流
通活動と流通助成活動に分けさらには、流通活動を構成する物的流通活動（物流）と取引活動
（商流）の2つに分類した。（図2－3－1）
流通活動 物的流通活動 流通助成活動 輸送基礎施設活動
輸送活動
保管活動
荷役活動
包装活動
流通加工活動
情報流通活動
　　通信）
通信基礎施設活動
伝達活動
取引活動
（。　）
取引基礎施設活動
取引活動
流通助成活動 金融、保険、規格化、標準化などの作業
図2－3－1　統計審議会の流通体系
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　通産省物的流通調査委員会では、昭和40年に物流の基礎的な調査を実施し、「物的流通の現
状と問題点」とする報告書をまとめた。この報告で、「物的流通とは、製品を物理的に生産地
から最終需要者へ移転する活動をいい、具体的には、包装、荷役、輸送、保管および通信の諸
活動からなるjと定義している。49）
　産業構造審議会は、「物的流通の基本政策にっいてjの答申書で、「物的流通とは、有形・無
形の物財の供給者から需要者に至る実物的な流れのことであって、具体的には、包装、荷役、
輸送、保管および通信の諸活動を指している。このような物的流通活動は、商取引とならんで、
物財の時間的、空問的な価値の創造に貢献している」と定義している。50）
　経済審議会流通研究委員会は、昭称47年の「これからの流通」の中で、「流通活動を諸効用の
創出過程としてみる場合、商的流通は主として“所有”に関わる効用の創出といえる。そして、
物的流通は、“時間”と“空間”、それに一部の“形質”の効用創出を主要な任務とするもので
ある」と定義している。さらに、「物的流通という言葉は、元来、マーケティング用語のphysical
distributionの訳語として始まったものであるが、原義が生産された財を需要者に引き渡す過程
にかかわる輸送、保管、荷役、包装およびこれらを支える情報等の諸活動を指しているのに対
して、わが国では通常もう少し広い概念として原材料、中問製品の調達にかかわる前記の諸活
動も物的流通活動に包括して使用している」と付言をしている。51）
　林は、「物流とは、有形・無形の一切の財の廃棄、還元も含め、供給主体と需要主体を結ぶ、
空問と時問の克服に関する物理的な経済活動であり、具体的には、輸送、保管、包装、荷役の
物資流通活動と、物流に関連した情報活動を指す」と定義している。52〉
　阿保は、「物流とは、有形・無形の一切の財の廃棄、還元も含め、供給主体と需要主体を結
ぶ、空間と時間の克服、ならびに一部の形質効用創出に関する物理的な経済活動であり、具体
的には、輸送、保管、包装、荷役、流通加工等の物資流通活動と物流に関連した情報活動を指
す」と定義している。この定義は、林の定義をもとに、一部の形質効用創出、つまり流通加工
を追加したものである。53）
　そして、中田は、物流とは、生産から消費に至るまでの財（商品〉の物理的な流れであり、
そのための活動、社会資本などの体制を総称したものと定義している。54）
　野尻は、物流とは、「「物的流通」の略語で、ある一種の財貨が生産地から消費地まで、空間
的に移動していく流通システムおよび、その構造を示す」と定義している。55）
　谷口らは、「物流とは、ロジスティクスのなかの一つの要素である物の流れおよび、保管に
関する活動であり、輸送・保管・荷役・包装・流通加工・貨物の移動に関する情報処理などを
含む」と定義している。56）
　以上の定義は、流通から見た物流（物的流通：physicaldistribution）の定義である。
　一方で、新谷は、「交通とは、人、物および情報をひとつの場所から他の場所へ移動するこ
とを意味している。このうち、人と物の移動を輸送（transport，transportation）、情報の移動
を通信（communication）とよんでいる」と定義している。57）
　また、交通を、乗用車交通と物的交通に分類し、このうち、物的流通は、交通の面から見る
と、人の流れと対比した物資流動（goodsmovement，goods　transportation，freight
transportation）の略語とも考えられる。
　そして、苦瀬は、物流を、流通と交通の2つに分け、「流通には、商取引流通と物的流通（物
流）の2っがあり、輸送・保管・荷役・流通加工・包装・情報の6つの機能がある。一方交通
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では、人の流れに対する物資流動（物流）であり、輸送と荷役機能である。つまり物流という
用語は、流通と交通の分野で異なった意味で用いられている」と定義している。58）（図2、3
－2）
流通｛：商流（商取引隠㎞de・礁細
　　　　　　器雛慧1㍑1∴llll∴徽濫正
交通｛1人の流れ（㎞＿hip）
　　　　　　　　　　　図2．3－2　流通と交通から見た物流
二っの物流
（2）本研究における物流の定義
　本研究では、江戸期の物流（物的流通）システムに着目している。このとき、本研究におけ
る物流システムとは、物流機能全体を総合的なシステムと定義する。59）
　また、概念として時代によって物流機能が変化することはない。よって、江戸期でも輸送機
能や保管機能だけでなく、他の物流機能も考慮する必要がある。そのため、本研究では、物流
を輸送・保管・流通加工・包装・荷役・情報の6つの機能で構成されていると定義する。60）（図
2－3－3）
物流（物的流通）機能 輸送機能
保管機能
流通加工機能
包装機能
荷役機能
情報機能
図2－3－3　本研究の物流機能の構成
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2－3－2　物流機能の定義
（1）輸送機能
　本研究では、流通からみた物流（物的流通）に着目している。この物流には、輸送・保管・
流通加工・包装・荷役および情報の6っの機能で構成されている。（図2．3－4）
商的流通
供
給
者
流通
需
要
者
　物流
（物的流通）
主要機能
補助機能
輸送
保管
　荷役
　包装
　情報
流通加工
図2－3－4　物流の概念72）
　輸送機能は商品と人の空間的へだたりを克服するための場所的な移動する機能である。つま
り、商品の供給者と需要者の問の空間的「へだたり」を克服する機能である。62）
　この機能を担当する目本の主要な輸送機関としては、現在では、トラック（営業用トラック・
自家用トラック）、鉄道貨物輸送、海運（内航・外航）、航空貨物輸送などがある。
　中長距離の都市、または地域問での輸送ではすべての輸送機関が利用されているが、短距離
の都市、または地域内輸送では、主としてトラックが利用される。また、輸送単位の大きい貨
物では海運や鉄道貨物輸送が利用され、小さい貨物ではトラックや航空が利用される。また、
高いサービス水準が必要な輸送では航空輸送やトラックが利用される。63）
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（2）保管機能
　生産と消費の時問的なへだたりの調整を主な目的として商品を物理的に保存をする機能で
ある。農林水産品などにおいては、生産量の増減に伴う価格の変動を抑制するために一定期間
保管するという価格調整の機能も持っ。64）
　現在の施設で主要なものは倉庫があるが、倉庫においても長期的保管を担当する施設と、短
期的・一時的保管を担当する施設がある。後者は配送センターや流通センターなどである。こ
れらは保管機能そのものよりも商品の仕分け・流通加工を主要な機能とする施設である。
（3）流通加工
　流通過程において、販売促進、製品保護、物流効率化などのために物理的・化学的変化を加
える機能である。65）
　具体的には、切断、小分け、再包装、詰め合わせ、塗装、組立、値札付け、等級付け、ラベ
ル貼り、箱詰め、などである。66）
（4）包装
　商品を一定の単位に取りまとめ、これらの諸機能を効率的に運用させ、商品の安全を確保す
ることを目的とする機能である。つまり、物品の輸送や保管、取引、使用などにあたって、価
値および状態を保護するために、適切な材料、容器などを物品に施す技術や、施した状態のこ
とである。67）
（5）荷役
　輸送の両端や保管施設における貨物の物理的な取り扱いを行う機能であり、輸送・保管の補
助的な役割でもつ。つまり、積み込み、積卸し、積換え作業のことをいう。物流過程における
つなぎの役割をはたす作業の総称である。68）
　具体的には、トラックから取卸し、倉庫内での搬送、保管場所ごとの仕分け、ピッキング、
荷揃え、入出庫作業などを指す。荷役には、場所（倉庫荷役、港湾荷役）、輸送手段（貨車荷
役、船舶荷役）、荷姿（バラ荷役、ケース荷役）などによる分類がある。69）
（6）情報
　輸送・保管・荷役・包装・流通加工など、他のすべての基本的機能の有機的結合を図る機能
である。70）（表2－3－1）
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表2－3－1　物流機能の分類と内容73）
物流機能　分類 内容
輸送（Transp・rt）
輸送（Transp・rt） 長距離・線的機能、物流のトラフィック機能（1対1）
集荷（Pick－up） 短距離・面的機能、物流のアクセス機能（多対1）
配送（Delivery） 短距離・面的機能、物流のイグレス機能（1対多）
保管（Storage＆Deposit）
貯蔵（Storage） 長時問保管・貯蔵型保管、物流のノード機能
保管（Deposit） 短時間保管・流通型保管、物流のノード機能
流通加工
加工作業（Handling）検品・仕分け・棚入れ、ピッキング・配分
生産加工（Processing）組み立て、スライス、切断、寸法あわせ
販促加工（Assembling）値付け、詰め合わせ、ユニット化、セット化
包装（Pack＆Wrap）
工業包装（Packaging）輸送・保管包装、外装・内装、品質保証主体
商業包装（Wrapping）販売包装、個装、マーケティング主体
荷役（Load＆Unload）
積み込み（Loading） 物流施設から交通機関への作業
荷降ろし（Unloading）交通機関から物流施設への作業
施設内作業（Handling）置き換え・積み替え、横持ち・縦持ち、庫内作業
情報（ln£ormation）
物流情報 数量管理：運行、貨物追跡、入庫・在庫・出庫管理
品質管理：温湿度管理
作業管理：自動仕分け、デジタルピッキング
商流情報 受発注　　POS・EOS、VAN・EDI
金融　　　銀行オンライン、EDI
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2－3－3　物流システムの定義
　本研究において物流システムとは、物流機能全体を総合的なシステムと定義する。
　このとき、物流システムは、次の二っの視点から構成されていると考えることができる。一
つ目は物流ネットワークで、二っ目は品質管理（QC：QualityContro1）である。
　また、現代において、円滑な物流を実現するためには、社会基盤としての都市の物流システ
ムが必要である。これは本研究における物流システムの二つの視点より、地域問・都市間・地
区の三つに分類することができる。71〉（表2－3－2）
　物流ネットワークとは、交通の三要素によって構成されているものである。交通の三要素と
は、ノード（Node：交通結節点）とリンク　（Link　l交通路）、モード（Mode　l輸送機関）で
ある。江戸期の河川舟運に当てはめると、交通結節点は河岸で、交通路は河川、輸送機関は川
舟であった。
　品質管理とは、本研究では輸送物資の品質を保つために利用される物流機能と定義する。こ
れは、6つの物流機能を交通の三要素に当てはめると、輸送機能は交通路、保管・流通加工・
包装機能は交通結節点、荷役機能は交通結節点と輸送機関の閲で生じる機能である。
表2－3－2　都市の物流システム
地域間物流システム 都市内物流システム 地区物流システム
移動距離
動形態
長距離
→1地点（輸送）
短距離
→1（集荷）
→　士　　　ら
駐停車
捌き（荷役）
リンク機能
ード
輸送・荷役・情報
笛・流’加工・薯
輸送・荷役・情報
笛・流’加工・壮
輸送・荷役・情報
品目 低加工度商品中心 中加工度商品中心 高加工度商品中心
民間施設
共施設
通路
工場、倉庫、流通セン
ー港湾、空港、流通市街
配送センター
工センター
通業務団地
　　猶
商店・事務所、住宅
停車施設
区街路
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2－4　本章のまとめ
　本章では、河川舟運と対象河川、物流システムの定義を行うことを目的に、本研究における
河川舟運を定義し、本研究の対象河川の概要を述べた。これにより、江戸期において河川舟運
に利用されていた河川は、流域面積や流路の長さが異なることが分かった。
　また、物流システムの定義をし、江戸期における物流ネットワークは交通結飾点は河岸で、
リンクは河川、モードは川舟であり、品質管理は江戸期にもあったことが分かった。
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第3章　江戸期の河川舟運による物資輸送の増加
3－1　本章の目的と手順
3－1－1　本章の目的
　本研究では、江戸期の河川舟運における物流システムに着目して、江戸期における河川舟運
の物流システムと、都市の変遷を明らかにすることを目的とする。
　第2章では、河川舟運と対象河川、物流システムの定義を行った。これにより各河川により
流域面積や長さなどが異なり、江戸期に対応した物流ネットワークと品質管理があることを述
べた。以上より、本章では以下のように考える。
　第一に、各対象河川で流域面積や長さ、流域関係都道府県が異なるならば、河川舟運による
物資輸送が増加した時期や要因が異なる。
　第二に、河川舟運による物資輸送が増加した背景には、江戸幕府成立による徴税制度の確立
や明暦の大火などによる江戸への物資供給の増加がある。
　すなわち、江戸期における河川舟運の物流システムと、都市の変遷を明らかにするためには、
河川舟運による物資輸送の増加の要因を明らかにする必要があると考えられる。
　よって本章では、対象河川別に河川舟運による物資輸送が増加した時期と要因と、また、そ
れらを江戸期の背景より明らかにすることを目的とする。
3－1－2　本章の手順
　本章は、対象河川別に河川舟運による物資輸送が増加した時期と要因と、それらを江戸期の
背景より明らかにすることを目的とし、以下の手順を行う。
　第一に、対象河川別に江戸期の河川舟運による物資輸送の増加の時期と要因を明らかにし、
増加の時期の特徴と、もっとも多かった要因を明らかにする。　（3－2）
　第二に、江戸期の河川舟運による物資輸送の増加の背景を、江戸期における年貢米や城米な
どのような徴税制度の確立などの政治的背景と、明暦の大火などの経済的な背景の2つの視点
より明らかにする。（3－2）（図3－1－1）
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3－2　対象河川からみた河川舟運による物資輸送の増加
3－2－1　対象河川別の河川舟運による物資輸送の増加
　江戸期における物資輸送の増加の要因は異なると考えられる。それは、江戸期以前より河川
舟運に利用されていた河川と利用されていなかった河川では、交通路の整備状況が異なり、ま
た領主による河川舟運の統制も行われていなかったと考えられるからである。
　よって、以下に対象化選別に江戸期における物資輸送の増加の時期と要因を明らかにする。
（1）東北地方の河川
1）北上川
　北上川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期からである。
　江戸期初期において、伊’達政宗の藩臣の土木家川村孫兵衛重吉は、元和9年（1623）から寛
永3年（1626）にかけて、桃生郡鹿又から北上川を分流させて石巻に結び、さらに北上川に迫
川と江合川を桃生郡神取付近で合流させた。1〉
　この大改修工事によって、北上川の河川舟運は本格的に利用され、発展するようになった。
このころ、北上川沿岸には、37ヶ所前後の河港（河岸〉が開設され、盛岡（南部）藩や仙台藩の年
貢米や商品荷物が河口の石巻から江戸方面へ積み出されていった。上流の盛岡藩が北上川舟運
を利用するようになったのは慶長期（1596・1615）頃だといわれているが、一般的に利用され
るようになったのは、寛永期（1624－1644）以降と考えられている。2）
　北上川の河川舟運の代表的な河岸には、石巻河岸と黒沢尻がある。石巻河岸は北上川流域全
体の輸送物資の集荷地であり、また東廻り航路における拠点として発展した。黒沢尻河岸は北
上川の上流と下流における河川舟運の中継地として発展した。
2）最上川
　最上川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期からである。
　江戸期初期において、庄内地方が最上氏の領有するところとなり、慶長19年（1614）に最
上船の中継権が移ることにより、上流と下流の船継ぎ場が清水（現山形県北村郡）からやや上
流の大石田（現山形県最上郡）へと移った。3）
　これにより、大石田が物資集散地として重要性が増し、最上川の河川舟運は発展した。また、
長井盆地と米沢盆地の中央部に当たる糠野目との間は、元禄5年（1692）から元禄7年（1699）
までに、黒滝の急淵が通行可能とるように開削され、小鵜飼船と呼ばれる舟が航行できるよう
になった。さらに三難所と呼ばれる碁点・三河瀬・隼の急淵は、天正年間から慶長年間
（1573・1614）の頃に開削されて舟航可能となった。4）
　最上川の河川舟運の代表的な河岸には、酒田河岸や大石田河岸がある。酒田河岸は最上川流
域全体の輸送物資の集荷地であり、西廻り航路の拠点として発展した。大石田河岸は最上川の
上流と下流における河川舟運の中継地として発展した。
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3）阿武隈川
　阿武隈川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期からである。
　江戸期初期において、信達地方が幕領となった寛文4年（1664）に、江戸の商人渡辺友意が、
下流の福島県福島から宮城県伊具郡水沢・沼ノ上までの区間の開削をし、翌寛文5年（1665）
に一応の完成をした。　この改修工事により、この区間における小鵜飼船による河川舟運が可
能となった。しかし、本格的にこの区間で河川舟運が行われるようになったのは、寛文11年
（1671）である。それは、その前年寛文10年（1670）に河村瑞賢による福島河岸から荒浜ま
での航行を可能とする工事が行われてからである。5）
　阿武隈川の河川舟運の代表的な河岸には、荒浜河岸と福島河岸がある。荒浜河岸は阿武隈川
流域全体の輸送物資の集散地であり、東廻り航路の拠点として発展した。福島河岸は、阿武隈
川の上流と下流における河川舟運の中継地として発展した。6）
（2）関東地方の河川
1）　利†艮川
　利根川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期からである。
　江戸期以前において、江戸に入城した徳川家康は、関東郡代伊那忠次らに命じて関東の河川
の改修工事に着手させた。以来、伊奈氏3代（忠次・忠政・忠治）にわたる改修工事の結果、
これまで東京湾に注いでいた古利根川・太日川と太平洋側に流入していた常陸川上流とを結び
つけて利根本流を東流させ、銚子から太平洋にそそぐようにするとともに、江戸期初期の寛永
18年（1641）には江戸川の開削という大改修工事を成し遂げた。7）
　これにより、利根川の河川舟運は3つの経路で江戸へ輸送物資を運んでいた。1つ目に銚子
方面より利根川を上り、江戸川を経て江戸へ輸送物資を運ぶ経路である。この輸送物資には、
東北方面の東廻り廻船による輸送物資と、那珂湊・北浦より運ばれる輸送物資がある。2つ目
に鬼怒川上流より利根川に入り、江戸川を経て江戸へ輸送物資を運ぶ経路である。この輸送物
資には、東北・北関東諸地域の輸送物資がある。3つ目に利根川上流・烏川より江戸川を経て
江戸へ輸送物資が運ばれる経路である。この輸送物資には中山道とその脇道、または三国街道
筋から運ばれる上・信越地方の物資がある。8〉
　利根川の河川舟運の代表的な河岸には、倉賀野河岸や境河岸、銚子河岸などがある。倉賀野
河岸は利根川の遡行終点地点に位置する河岸で、街道と河川との物資輸送における重要な拠点
であった。境河岸は、利根川と江戸川の分流地点に位置し、江戸へ輸送物資を運ぶ際の重要な
中継地点となっていた。銚子河岸は、東廻り航路の拠点として発展した。
2）荒川
　荒川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期からである。
　江戸期以前において、徳川家康により関東の河川の改修工事を命じられ、寛永6年（1629）
当時の関東郡代伊那忠次が、熊谷市久下において荒川を堰き止め、その流れを入間川の支流で
あった和田吉野川筋に流すという大規模な瀬替え工事が行われた。この工事により、以後荒川
沿いには河岸が多く設置されるようになった。荒川の河川舟運の代表的な河岸には、新川河岸
などがある。新川河岸は荒川の河川舟運の最上流の河岸として発展した。9〉10）
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3）勇5王可川
　那珂川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期からである。
　江戸期初期において、物資輸送は慶長年間（1596－1615）のころから行われていたが、本格
的に舟運が発展したのは、明暦元年（1655）に黒羽河岸が設置され、その後問屋による運送が
始まってからである。11）
　これにより、那珂川の河川舟運の物資輸送が増加し、那珂川の河川舟運は周辺地域の経済・
文化とともに発展した。
　那珂川の河川舟運の代表的な河岸は、黒羽河岸である。黒羽河岸は、那珂川の最上流に位置
し、街道と河川との物資輸送の重要な拠点であった。
（3）北陸地方の河川
1）信濃川
　信濃川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において、信濃川本流の河川舟運が発展したのは、慶長年間（1596・1615）から
ともいわれている。しかし本格的に発展したのは、元和2年（1616）に堀直寄が蔵王堂城主と
なってから、宿駅同様に問屋を10軒定め、上り下りの輸送物資を取り扱うことから始まって
からである。12）
　また、信濃川上流の千曲川の河川舟運が発展したのは、寛政2年（1790）に、西大滝村の太
左衛門が川舟5艘の西大滝から福島までの航行の許可を得てからである。このとき寛政2年ま
で川舟の航行の許可を得られなかったのは、北国街道の宿場町の反対のためである。13）14）
　信濃川の河川舟運の代表的な河岸には、長岡河岸などがある。長岡河岸は、長岡城の城下町
近くの信濃川支流沿いにあり、物資輸送が多く、信濃川の河川舟運の拠点となっていた。
2〉阿賀野川
　阿賀野川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において、阿賀野川の河川舟運が発展したのは、河村瑞賢による西廻り航路の開
発後の貞享3年（1686）、肝煎の東栗村数右衛門により阿賀川の津川から塩川問の水路の完成
により、物資輸送において安全に大量な輸送物資の輸送が可能となったからと考えられる。15）
　このとき、阿賀野川下流の阿賀野川本流においては、難所も少なく、江戸期成立以前より河
川舟運は多く利用されていた。しかし、津川から塩川間においては川舟の航行不可能な難所が
多く、この間に馬などによる陸上輸送も利用していた。16）
　阿賀野川の河川舟運の代表的な河岸には、津川河岸や塩川河岸がある。津川河岸は越後街道
との結節点であり、河岸問屋や船番所が設置され、阿賀野川の河川舟運における重要な拠点で
あった。塩川河岸は、阿賀野川上流の阿賀川の河川舟運における終点の河岸として、会津藩の
輸送物資など多くの輸送物資を取り扱っていた。
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3）神通川
　神通川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸初期である。
　江戸期以前において、神通川の河川舟運は、慶長3年（1598）に神通川の河川舟運の担い手
の中心となっていた船方衆が成立し、富山藩の輸送物資を西岩瀬（現＝富山市）や四方まで輸
送することができるようになり、江戸期初期において発展した。また、西廻り航路の開発後は
西廻り廻船を利用して仕方から上方へ輸送物資が輸送された。17）
　神通川の河川舟運の代表的な河岸は、西岩瀬河岸で、富山藩の多くの輸送物資を取り扱った。
（4）中部地方の河川
1）木曽川
　木曽川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期以前において、豊臣秀吉は天正18年（1580）に北条市を小田原で破ったのち、木曽
谷・裏木曽森林を自己の蔵入地とし、関ヶ原の戦いが行われた慶長5年（1600）以後、豊臣家
から徳川家康の手にわたり、直轄領となった。そして江戸期成立後においける江戸城・駿府城・
名古屋城などの建築資材を確保するため、木曽義昌の旧臣山村甚兵衛良候を登用して木曽村の
伐採と運送の体制を整え、江戸期初期において木曽川の河川舟運が発展した。また、はじめ木
材輸送の合問には年貢米などの御用荷物が多かったが、近世中期以降になると地域の特産物な
ど輸送物資が多様化した。18）19）20）
　木曽川の河川舟運の代表的な河岸には、錦織河岸や、笠松河岸などがある。錦織河岸は、木
曽川の遡行終点に位置する河岸で、木曽材木の集散地でもある。笠松河岸は、木曽川の河川舟
運の中継地であり、鮎鮮街道との交通結節点でもあった。
2）天竜川
　天竜川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において、慶長12年（1607）に徳川家康が、淀川支流の大井川と富士川の河川
舟運の開発に実績を上げていた角倉了以に天竜川の水路開発を命じ、天竜川の河川舟運は発展
した。このとき、実際には水路の開発は実現には至らなかったが、寛永13年（1636）に初め
て殿島から川口までの川舟の曳き上げが行われ、明暦4年（1658）の川舟で輸送物資を積んだ
とされる記録が初めてとされている。そして実際に利用されるようになったのは文政年問
（1818・1830）だといわれている。21〉22）
　天竜川の河川舟運の代表的な河岸は掛塚河岸などがあり、掛塚河岸は河口の河岸として、廻
船航路の交通結節点であり、輸送物資の集散地であった。
3）富士川
　富士川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において、川舟の航行が公認されたのは慶長8年（1603）であった。しかし、当
時における水路は川舟が航行するには困難で危険であった。そこで慶長12年（1607）に角倉
了以が幕府の命を受け、富士川の開削を行うことにより、本格的に河川舟運が利用されるよう
になり、富士川の河川舟運は発展した。23）24）
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　富士川の河川舟運の代表的な河岸には、甲州3河岸と呼ばれる鰍沢・青柳・黒沢河岸と、岩
淵河岸がある。甲州3河岸は富士川の遡行終点に位置し、特に鰍沢河岸はもっとも上流にあっ
たため、発展した。岩淵河岸は、富士川の河口に位置し、輸送物資の廻船航路の交通結節点で
あり、集散地として発展した。25）
（5）近畿地方の河川
1）淀川
　淀川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期成立以前より、淀川の河川舟運は重要視され、織田信長入京後に運上により新しく出
現した三十石船とともに許可され、慶長3年（1598）には豊臣秀吉からも朱印状を交付された
過書船（二十石船及び三十石船）は船番所の航行の際、関銭の徴収が免除されていた。江戸期
初期においては、徳川家康により慶長8年（1603）に運上銀200枚の上納や運賃などに関する
七か条の制規が定められた。また、慶長11年（1606）に角倉了以によって淀川上流の保津川
（以下大堰川）の水路の開発が行われ、丹波地方だけでなく、山陰地方からの輸送物資が多く
運ばれるようになった。26）27）
　淀川の河川舟運の代表的な河岸には、伏見河岸や枚方河岸などがある。伏見河岸や枚方河岸
は、淀川の大坂と京都問の河川舟運における物資輸送の中継地点に位置し、非常に発展した。
2）熊野川
　熊野川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において徳川御三家の一つ、紀州藩によって紀州の山林を支配し、江戸の明暦の
大火の際、多くの紀州の木材が江戸へ運ばれ、熊野川の河川舟運は発展した。また、熊野川沿
岸の本宮には熊野本宮大社、新宮には熊野速玉大社といった神社仏閣があり、参詣のための
人々が多く熊野川を利用した。28〉
　熊野川の河川舟運の代表的な河岸には、本宮河岸と新宮河岸がある。本宮河岸と新宮河岸は
熊野川の河川舟運による紀州の木材の集散地として発展し、また、神社仏閣に参詣するための
人も多く訪れた。
3）由良川
　由良川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期成立以前において、河村瑞賢の航路開発以前の西廻り航路から由良川上流、そして陸
送して大堰川を経由した京都への物資輸送が多く利用されていた。江戸期初期における角倉了
以による大堰川の水路の開発や、河村瑞賢による西廻り航路開発によって由良川の河川舟運に
よる物資輸送は増加し、由良川の河川舟運は発展した。29）
　由良川の河川舟運の代表的な河岸には、福知山河岸などがある。福知山河岸は由良川河口と
上流間の物資輸送の中継地点に位置し、多くの輸送物資の積み替えが行われた。
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（6）中国地方の河川
1）江の川
　江の川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期成立以前の慶長5年（1600）関が原の戦い直後、徳川家康は石見国（島根県）の7
力村へ禁制を発して石見銀山領を宣言した。これにより、江戸期初期において石見銀山に接す
る江の川を物資輸送の交通路として利用し、江の川の河川舟運は発展した。さらにその後にお
いて地域の特産物なども輸送されるようになった。30〉
　江の川の河川舟運の代表的な河岸には、郷津河岸がある。郷津河岸は、江の川の河口にあり、
江の川流域からの輸送物資の集散地であり、廻船航路との交通結節点として発展した。
2）高梁川
　高梁川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期成立以前より、高梁川の河川舟運はかなりの傾斜度である中流まで多く利用されてい
た。その理由として、中国山地の主な輸送物資に鉄があり、その鉄を輸送するため川舟による
輸送が最適であったためである。江戸期初期の承応元年（1652）には新見まで遡行することが
でき、高梁川の河川舟運は発展した。しかし、高梁川の河川舟運は下流と上流の交通結節点に
船継制が成立し、また、上流の水路開発・維持に藩権力が関係したとき、高率な運上を中心と
した領主的な体制がはたらき、高梁川の河川舟運による物資輸送の障害となっていた。31）
　高梁川の河川舟運の代表的な河岸には、松山河岸などがある。松山河岸は上流と下流の河川
舟運の船継制による中継地点で、多くの輸送物資の積み替えが行われた。
3）吉井川
　吉井川における江戸期の河川取運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期成立以前より、吉井川は河川舟運に利用されていたが、江戸期成立による徴税制度の
確率により、吉井川流域には大規模な新田開発が行われ、これに伴い吉井川の河川舟運による
物資輸送が増加し、吉井川の河川舟運は発展した。32）
　吉井川の河川舟運の代表的な河岸には、津山河岸などがある。津山河岸は吉井川の河川舟運
の中継地点として多くの輸送物資の積み替えが行われた。
（7）四国地方の河川
1）四万十川
　四万十川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期だと考えられる。
　四万十川沿岸は渓谷が多く、河岸の設置による物資輸送には適してはいなかった。そのため、
流域の経済的価値は吉野川などの他の河川に比べて低かった。それでも江戸期初期には徴税制
度の確立により物資輸送は増加し、四万十川の河川舟運は江戸期成立以前より発展した。33）
　四万十川の河川舟運の代表的な河岸は、江川崎河岸である。ここ．より上流は高瀬舟、下流は
「センバ舟」と呼ばれる帆かけ舟による物資輸送が行われ、四万十川の河川舟運の輸送物資の
積み替えの中継地点であった。
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2）吉里予lq
　吉野川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において、徳島藩による寛文12年（1672）における吉野川からの新川掘抜きと
いう河川整備が行われた。この河川整備は、洪水の多かった天井川のような状態にあった古川
村川筋に分水することによって、徳島城下の小河川と流域農村部を連結して、輸送物資の大量
輸送を可能とする河川舟運にすることと、同時に河口部の新田開発のための、灌概用水を確保
することを目的としていた。っまり、徳島藩の経済の中心である徳島城下を中心とした物資輸
送の実現に、河川舟運と城下を連結させた物流システムを構築するための新川堀抜きだと考え
られる。これによって吉野川の河川舟運は発展した。34）
　吉野川の河川舟運の代表的な河岸には、脇河岸がある。脇河岸は吉野川の中流に位置し、吉
野川流域の特産物である藍の集散地として発展し、その他の輸送物資も取り扱うことで、吉野
川の河川舟運の中継地として役割を果たした。
3）仁淀川
　仁淀川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において、土佐藩政初期の執政・野中兼山によって、承応元年（1652〉に巨額の
費用を投じ、新川川（弘岡井筋）の河川整備が行われた。これにより仁淀川流域と高知城下間
の物資輸送が増加し、仁淀川の河川舟運は発展した。35〉
　仁淀川の河川舟運の代表的な河岸は、出来地河岸などがある。出来地河岸は、仁淀川の中流、
及び支流との合流地点に位置する。
（8）九州地方の河川
1）筑後川
　筑後川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期の正保3年（．1646）において、年貢米による上方地方への物資輸送のため、久
留米城下の入り口の瀬の下に河岸が開設されることにより、筑後川流域の物資輸送が増加し、
筑後川の河川舟運は発展した。以来筑後川流域には多くの河岸が開設され、江戸期中期におい
ては農民的な輸送物資の流通の発展に伴い、筑後川上流域にも河川舟運の開発が進められてい
った。36）
　筑後川の河川舟運の代表的な河岸には、瀬の下河岸や竹田河岸がある。瀬の下河岸は、久留
米城下の入り口の近くにあり、筑後川流域の年貢や城米などの輸送物資の集散地であった。竹
田河岸は、筑後川上流の筑後川本流と支流の合流地点に位置した。
2）球磨川
　球磨川における河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期の寛文2年（1662）において、相良藩の人吉城下の商人、林正盛が球磨川の河川
工事に着手する。そしてこの河川工事は寛文4年（1664）に完成し、翌5年（1665）になっ
て本格的に川舟が利用されるようになり、球磨川の河川舟運は発展した。この河川工事は始め
から終わりまで正盛が進めており、河川工事の理由には、藩主の参勤交代や、一般庶民の便、
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輸送物資類を川舟で運送のためなどがある。っまり、多大な出費にもかかわらず河川工事に着
手したのは商人としての物資供給路の確保が目的であったことが考えられる。37〉
　球磨川の河川舟運の代表的な河岸には、人吉河岸などがある。人吉河岸は人吉城下に接し、
多くの輸送物資を取り扱った。
3）遠賀川
　遠賀川における江戸期の河川舟運の発展の時期は、江戸期初期である。
　江戸期初期において、関ヶ原の戦い後に筑前国の太守となった黒田長政の計画によって、遠
賀川は河口を除き、現在のようにまっすぐな流れに改修工事が行われた。この改修工事は、慶
長18年（1613）より始まり、寛政5年（1793）に完成している。そして江戸期成立以後の徴
税制度の確立により、遠賀川流域には多くの新田が開発され、遠賀川の物資輸送は増加し、遠
賀川の河川舟運は発展した。38）39）
　遠賀川の河川舟運の代表的な河岸は、芦屋河岸や木屋瀬河岸などである。芦屋河岸は、遠賀
川の河口に位置し、多くの輸送物資を取り扱った。木屋瀬河岸は、遠賀川における合流地点と
分流地点に位置し、さらに長崎街道にも接していたため、多くの輸送物資が運送された。
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3－2－2　河川舟運による物資輸送の増加の時期と要因の特徴
　前節より、対象河川における河川舟運による物資輸送の増加の時期は多くが江戸期初期であ
ったことが分かった。特に江戸期成立の慶長直後において物資輸送が増加したことが分かっ
た。この要因には河川改修工事によって交通路である河川が整備され、川舟の航行が以前より
も可能となり、物資輸送が増加した河川が多かった。また、江戸城などの城の建築に材木を必
要としたり、江戸に人口が集中したり、年貢などの徴税制度の確立するなど、物資供給の増加
により、河川舟運による物資輸送が増加した場合もあった。
　さらに河岸の設置により、川舟の航行や商取引が盛んになり、以前は局地的な物資輸送であ
ったが、広範囲の都市問における物資輸送が可能となった河川舟運もあった。（表3－2－2）
表3－2－2　江戸期における河川舟運による物資輸送の増加の時期と要因
地方名 河川名 年号（） 西暦（年） 河川’運による　資唾送増加の　因
東北
北上川 寛ガ21 1644河川改修工事による交通　の整備
最上川 ・　19 1614中継河岸の移転（清水→大石田）
阿武隈川 寛文10 1670廻船航　の開発
関東
利艮川 応3 1654河川改修工事による交通路の整備
荒川 慶　　6 1629河川改修工事による交通路の整備
那珂川 明暦1 1655黒羽河岸の設置とその問屋の運送業の開始
北陸
信濃川 元和2 1616十問屋の設置による運送業の開始阿賀野川 貞盲3 1686新しい物流システムの‡通川 3 1598船方．による運送業の開始
中部
曲川 ・　　5 1600洪水による交通路の変遷
天龍川 慶　12 1607河川改修工事による交通路の整備
富士川 12 1607河川改修工事による交通路の整備
近畿
淀川 慶　11 1606廻船航路の開発
熊野川 林業の活発化
由良川 廻船航路の開発
中国
江の川 慶　　5 1600銀山の所有権の移動
高梁川 応1 1652河川改修工事による交通路の整備
吉井川 新田開発
四国
四万十川 林業の活発化
士野川 寛文12 1672治水工事による交通　のの変遷
仁淀川 応1 1652河川改修工　による交通路の距備
九州
筑後川 正保3 1646久留米　下入ロに河岸を設立球磨川 寛文2 1662河川改修工事による交通路の整備遠賀川 18 1613遠賀川に沿う長崎街道の開削
（注）空欄は詳細な年が不明
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3－3　政治的・経済的背景からみた河川舟運による物資輸送の増加
3－3－1　政治的背景による河川舟運による物資輸送の増加
（1）年貢米などによる徴税制度
　江戸幕府の成立とともに、年貢米などによる徴税制度が確立した。このため内陸の各地から
江戸に年貢米や城米などの大量の輸送物資を輸送するため、陸上輸送よりも河川舟運の方が積
載量や作業人数、品質管理などの面からみても効率的であった。そのため河川舟運による物資
輸送は増加した。40〉
（2）参勤交代による物資輸送の河川の利用
　参勤交代制度とは、江戸期において、地方の大名を一定期間江戸に勤務させる制度である。
多くの街道では参勤交代で領地から江戸に向かう際に陸路を利用するため、商人などは通行が
制限されていた。このため馬などによる物資輸送も陸路では制限され、代りに河川舟運による
物資輸送が増加した。41）42）
（3）江戸幕府や諸藩による河川舟運の統制
　江戸幕府や諸藩が河川舟運に対して様々な統制をした。例えば、河岸の設置や川舟の建造の
承認、川舟の航行管理のための水番所などの川船奉行職の設置、極印（品質証明あるいは偽造
防止・盗難防止のため、品物や金銀貨に押した文字や印）による税金の徴収体制などの確立、
さらには河川の改修工事などを命じることで河川舟運の統制を図った。
　これにより、舟付場や河岸問屋などの河川舟運に必要な施設が整備され、防犯上も安全な運
航が可能となった。43）
3－3－2　経済的背景による河川舟運による物資輸送の増加
（1）消費都市としての江戸の人ロ増加
　人口増加により、江戸では食料贔や日用雑貨品などの消費物資が不足するようになった。こ
れは関東地方で需要に見合うだけの供給ができなかったからであった。5）
　このため、江戸の消費物資は主に大坂から供給されるようになり、大坂と江戸の問の物資供
給路として廻船航路が整備され、廻船の利用が進んだ。
　これにともなって多くの消費物資が大坂に集積するようになった。この結果、大坂への物資
輸送のために、全国各地の河川で海の港（湊）までの河川舟運の利用が盛んになった。44）
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（2）江戸の大火による材木輸送需要の増加
　江戸では多くの火事があり、そのたびに家屋を建設するため、材木の輸送需要が生じた。特
に明暦3年（1657）の明暦の大火では、江戸の大半参燃えてしまい、多くの材木が必要となった。
これを契機に、全国各地から江戸に材木を供給するため、河川舟運が多く利用された。45）
（3）有力農民による河岸問屋の設立
　江戸初期では、河川舟運は主に地元領主（大名など）が船主となって運営されていたが、次
第に地元有力農民が舟を自主的に運航したり船主になるようになった。そして、有力農民が川
舟を建造し、領主の輸送物資だけではなく、商人や工業者などの輸送物資も輸送するようにな
った。
　その後有力農民は、輸送だけでなく物資の管理も行うようになり。さらには商取引も行うよ
うになっていった。こうして河岸問屋が成立した。河岸問屋が全国に出現するようになると、
さらに河川舟運は盛んになった。46）
3－3－3　交通路整備としての河川工事
　河川舟運の利用が盛んになったひとつに、交通路の整備としての河川工事があった。
　江戸期以前の天正18年（1590）に、江戸に入城した徳川家康は、江戸への消費物資輸送を確
実に行うために、関東郡代伊那忠次らに関東の河川改修を行わせた。これは寛永18年（1641）
に江戸川の開削によって一応の終了したことになっている。47〉
　また、徳川家康は全国の大名にも河川工事を命じている。この河川工事は軍役と同じに扱わ
れ、これにより、東北地方の北上川や最上川、関東地方の荒川、北陸地方の信濃川、中部地方
の天龍川や富士川、近畿地方の淀川、九州地方の筑後川など、全国各地の河川で河川改修や河
川開削が進んでいった。48）
　これらの河川工事により、川幅が広くなり、また水深も深くなり、容易で安全な運航が可能
になった。（図3－3－1）
【政治的背景】
・年貢米などによる微税制度
。参勤交代による河川利用
・幕府などの河川舟運の統制
【経済的背景】
・江戸の人ロ増加
。江戸の明暦の大火
・農民の河岸問屋設立
交通路整備としての河川改修と開削
河川舟運の利用増加
図3－3－1　河川舟運の利用増加の背景
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3－4　本章のまとめ
　本章は、対象河川別に河川舟運による物資輸送が増加した時期と要因と、また、それらを江
戸期の背景を明らかにすることを目的とし、江戸期における河川舟運による物資輸送の増加を
対象河川別に明らかにし、これらの時期と要因の特徴を明らかにした。これにより、河川舟運
による物資輸送の増加の時期は、江戸期初期に多く、特に江戸期成立直後に多いことが分かり、
また要因には河川改修工事による河川が多かった。これは河川舟運による物資輸送の増加は、
年貢などの徴税制度による物資供給の増加と、交通路整備によるものが多かったということが
考えられる。
　また、これにより、政治的・経済的背景により河川舟運による物資輸送の増加を整理するこ
とができた。このとき、政治的背景には、年貢米などによる徴税制度の確立による物資供給の
増加や、参勤交代による陸路の交通規制や、江戸幕府や諸藩による河川舟運の統制などがあっ
た。また、経済的背景には、江戸の人口増加や明暦の大火による物資需要の増加や、農民によ
る河岸問屋設立などが合った。
　これらの要因により、河川舟運による物資輸送は増加し、河岸を中心に都市が発展・拡大し
たと考えられる。
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第4章　江戸期の河川舟運による輸送物資と川舟の運航方法
4－1　本章の目的と手順
4－1－1　本章の目的
　本研究では、江戸期における河川舟運の物流システムに着目して、江戸期における河川舟運の
物流システムと、都市の変遷を明らかにすることを目的とする。
　第3章では、対象河川別に河川舟運による物資輸送が増加した時期と要因と、また、それらを
江戸期の背景を明らかにし、河川舟運による物資輸送は増加し、河岸を中心に都市の発展・拡大
の可能性にっいて述べた。以上より、本章では以下のように考える。
　第一に、江戸期の河川舟運による輸送物資には特徴があると考えられる。その特徴とは、品目
特性や輸送形式、または江戸期成立以降の河川舟運による輸送物資の多様化セある。これは、江
戸期の河川舟運による輸送物資が、現在の輸送物資のように、冷凍食品などの晶目特性などが異
なっていたり、コンテナやロールボックス、ダンボールなどの輸送形式が異なると考えられ、さ
らに第3章で述べた物資輸送の増加によって輸送物資が多様化したと考えられることである。
　第二に、江戸期の河川舟運における川舟の種類と運航方法は様々であったと考えられることで
ある。これは2章で述べたように、河川によって流域面積や河流が異なったり、また岸壁が続い
ていたりするため、その河川の特性によって川舟の種類やその運航方法が異なり、それにより河
岸の立地場所などが影響を受けると考えられることである。
　よって本章では、江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴と、川舟の種類と運航方法を明らか
にすることを目的とする。
4－1－2　本章の手順
　本章は、江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴と、川舟の種類と運航方法を明らかにするこ
とを目的とし、以下の手順を行う。
　第一に、江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴を明らかにするため、下りと上りの視点から
みた輸送物資と、品目特性からみた輸送物資を明らかにしたうえで、輸送物資別の輸送形式の分
類とその標準化について述べ、河川舟運による輸送物資の多様化について述べる。　（4－2）
　第二に、江戸期の河川舟運における川舟の種類と運航方法を明らかにするため、江戸期の輸送
機関について明らかにしたうえで、川舟の輸送効率と形式について述べ、川舟の河流などの特長
による川舟の運航方法を明らかにする。　（4－3）　（図4－1－1）
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第4章　江戸期の河川舟運による輸送物資と川舟の運航
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4－2　江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴
4－2－1　本節の目的と方法
　江戸期における河川舟運による輸送物資は、河川別に同じ輸送物資や異なる輸送物資がある。
また、現代では輸送物資によって品目特性は異なり、これにより輸送形式も異なる。
　そこで本節では、本研究の対象河川別に河川舟運による主な輸送物資を明らかにし、その輸
送物資の品目特性とその輸送形式を明らかにすることを目的とする。
　よって、本節の手順は、①対象河川別の河川舟運による輸送物資を明らかにする。②輸送物
資別の品目特性を明らかにし、江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴を明らかにする。③江
戸期の河川舟運による輸送物資の特徴より、江戸期の河川舟運による輸送物資の輸送形式を明
らかにする。
　本節の調査方法は、文献調査により江戸期の河川舟運による主な輸送物資を明らかにする。
このとき、文献において河川舟運により運ばれた輸送物資をすべて抜き出す。また、輸送物資
名において、城米や年貢米と記されているときは米とする。このように同じ輸送物資でも異な
る輸送物資名がある。そのため輸送物資の品目のこのようなときは輸送物資名を統一する。
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4－2－2　下りと上りの視点からみた輸送物資
（唾）下りと上りの輸送物資の定義
　江戸期の河川舟運によう輸送物資の特徴の一っに、下りと上りの視点からの輸送物資がある。
下りと上りの視点とは、本研究では河川の上流から下流へ運ばれる輸送物資を下りの輸送物資、
下流から上流へ運ばれる輸送物資を上りの輸送物資と定義する。このとき、上り輸送物資の多
くは、下り輸送物資を積んだ川舟の帰り荷であった。
（2）河川別の江戸期における河III舟運による輸送物資
1）東北地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　北上川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、廻米のほか、材木・生糸・真綿・
紅花・藍・煙草・鉄・大豆などがあった。上り輸送物資には、古手着物・食塩・海産物その他
の商品物資などがあった。1）2）3）
　最上川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、城米・私領米や雑穀、村山地方の
特産物である紅花・青苧・真綿・蝋・漆・荏油・紙・葉煙草などがあった。上方より酒田湊に
入津した上り輸送物資には、播磨の塩、大阪・堺・伊勢の木綿類、出雲の鉄、美濃茶、南部・
津軽・秋田地方の材木、松前の肴類などがあった。4）5）
　阿武隈川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、寛文10年以後、米である幕府
城米、米沢・仙台藩などの領主米のほか、近世後期には商人荷物が盛んになり、問屋渡辺家文
書によると文化4年（1807）には上流伊具郡の村々から出荷されていた油粕・菜種・油・大豆・
小豆・小麦・鏑蕩などの農産物、幕末では養蚕業の発展にともない玉崎から信達地方へ送り出
された油粕や藍玉などがあった。上りの輸送物資には、塩などがあった。6）7）
　よって、東北地方の河川における河川舟運の下り輸送物資は、北上川舟運では、米・材木・
生糸・真綿・紅花・藍・煙草・鉄・大豆などであり、最上川舟運では、米・雑穀・紅花・青苧・
真綿・蝋・漆・荏油・紙・葉煙草などであり、阿武隈川舟運では、米・油粕・菜種・油・大豆・
小豆・小麦・薦蕩などであった。
　また、東北地方の河川における河川舟運の上り輸送物資は、北上川舟運では、古手着物・食
塩・海産物などであり、最上川舟運では、塩・木綿・鉄・茶・材木・肴などであり、阿武隈川
では塩などであった。
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2）関東地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　利根川の河川舟運による輸送物資は、下利根川、鬼怒川・中利根ノIL上利根川の3つの河川
舟運に分類して考える。それは、利根川の河川舟運において、多くの輸送物資が河口の銚子で
はなく、利根川中流より分流している江戸川を経由し、輸送物資を江戸へ運ばれていた。つま
り、利根川の河川舟運における地方からの輸送物資の最終的な目的地は、河口の銚子ではなく、
利根川中流より江戸川と小名木川を経由する江戸であった。
　よって下利根川の河川舟運とは、東廻りの船が銚子湊から利根川を上って江戸川を経由して、
江戸へ輸送物資が運ばれる河川舟運である。鬼怒川・中利根川の河川舟運とは、鬼怒川・渡良
瀬川から利根川、江戸川を経由して江戸へ輸送物資が運ばれる河川舟運である。上利根川の河
川舟運は、利根川の上流より江戸川を経由して江戸へ輸送物資が運ばれる河川舟運である。
　これより下利根川の河川舟運による輸送物資は、那珂湊・銚子、江戸川を経由して江戸や関
東農村へ送られていた上り輸送物資には、米・大豆・煙草・材木などのほか、鰹節・塩物・干
物・海藻などの海産物、鰯粕・干鰯などの肥料があった。また銚子から鮮魚が木下河岸や布佐
村まで河川舟運により運ばれ、そこから陸上輸送で松戸河岸へ運び、再び河川舟運で江戸へ運
ばれていた。
　鬼怒川・中利根川の河川舟運では、鬼怒川上流から江戸へ送られていた東北・北関東諸地域
の下り輸送物資には、米・大豆・青苧・紅花・紙・煙草・蝋などの他、近世中期ごろから、関
東農村産の木綿・醤油・酒・煙草・疏菜（蓮根・牛募）類もあった。また、渡良瀬川の河川舟
運による輸送物資は、下りの輸送物資には、米である年貢米のほか、大豆・水油・油粕・醤油・
石灰などがあり、北関東農村地帯へ運び込まれた上り輸送物資には、瀬戸内産の赤穂塩・松永
塩・四国山の斉田塩・尾張糖・干鰯・酒・酢・油・反物など多彩な商品物資があった。
　上利根川の河川舟運による輸送物資は、利根川上流・烏川上流の諸河岸に運び込まれた下り
輸送物資には、米やその他の商人荷物があり、藤ノ木河岸の取り扱い輸送物資には、下り輸送
物資には、大名廻米・大麦・大豆・麻・煙草・板・砥石などで、江戸方面からの上り輸送物資
には塩・干鰯・茶・太物（綿織物・麻織物など）・小間物・俵物などがあった。8）9）
　荒川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、奥秩父の御林から伐採した檜・槻な
どの御用材をはじめ商人材などの材木、筏の上積み荷物として木炭などがあり、下久下河岸で
は、下流にかけての河岸場で、周辺村落の年貢米や農産物が河川舟運によって江戸へ運ばれ、
近世後期に地酒や武州産の紅花が運ばれ、下流の紫宮河岸から大根などの疏菜類も江戸に運ば
れた。上り輸送物資には、塩・糠・干鰯などがあり、江戸からは肥船が遡上し、相当量の下肥、
その他の商品物資が武州の農村地帯へと運ばれた。10）m
　那珂川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、米や材木などがあり、上り輸送物
資には、塩などであった。12）
　これらにより関東地方の河川舟運による下り輸送物資は、利根川の河川舟運では、米・大豆・
青苧・紅花・紙・煙草・蝋・木綿・醤油・酒・惣菜・水油・油粕・石灰・大麦・麻・板・砥石
などであり、荒川の河川舟運では、檜・槻・木炭・米・地酒・紅花・大根などであり、那珂川
の河川舟運では米・材木などであった。
　また、上り輸送物資は、利根川の河川舟運では、米・大豆・煙草・材木・鰹節・塩物・干物・
海藻・鰯粕・干鰯・鮮魚・塩・糖・酒・酢・油・反物・茶・太物・小問物・俵物などであり、
荒川の河川舟運では塩・干鰯・糠などであり、那珂川の河川舟運では塩などであった。
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3）北陸地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　信濃川の河川舟運による輸送物資は、新潟湊へ集荷され下り輸送物資には、米、大豆・小豆・
大麦・小麦・蝋・漆・紙・紅花・煙草・雑穀・ぜんまいなどがあり、西廻り海運によって上方
地方へと運送されていた。下り輸送物資には、塩・青苧・瀬戸物・敷物・紙・干物・海産物・
雑貨などがあった。13）14）15）
　阿賀野川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、会津藩の廻米は、いったん塩川
の2つの廻米蔵に納められ、塩川・津川の難所は陸揚げして運び、それから河川舟運により新
潟湊まで運び出すのが主であり、そのほか上方地方に運ばれた下り輸送物資には、漆器などの
会津の特産物、青苧・煙草・薪炭などがあり、返り荷として阿賀野川・阿賀川の水陸経由で会
津へ運び込まれていった上り輸送物資には、西国産の塩・古手着物・綿布・反物・瀬戸物・茶
などがあった。16）17）
　神通川の河川舟運による輸送物資は、西岩瀬・四方港まで積み下された下り輸送物資には、
富山藩の年貢米があり、西廻り海運により上方地方へと運送され、上り輸送物資には、塩・茶・
酒・魚介類があった。18）
　よって、北陸地方の河川舟運による下り輸送物資は、信濃川の河川舟運では、米・大豆・小
豆・大麦・小麦・蝋・漆・紙・紅花・煙草・雑穀・ぜんまいなどであり、阿賀野川の河川舟運
では米・青苧・煙草・漆器・薪炭などであり、神通川の河川舟運では米などである。
　また、上り輸送物資は、信濃川の河川舟運では塩・干物・雑貨であり、阿賀野川の河川舟運
では塩・古手着物・綿布・反物・瀬戸物・茶であり、神通川の河川舟運では塩・茶・酒・魚介
類であった。
4）中部地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　木曽川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、筏に組んだ材木・年貢米・白木・
板・薪炭・茶・煙草などがあり、木曽川の河川舟運では木曽材運送が有名で木曽川は材木や筏
の流走路として重要な役割をもち、運材の合間を利用して、江戸期初期は年貢米をはじめ御用
荷物が多かったが、江戸期中期以降になると農民的な物資輸送の進展に支えられて商品物資も
多くなった。上り輸送物資には、塩・干鰯・干魚・塩魚・古手（古着や古道具類）などがあっ
た。このとき、木曽川の河川舟運は、材木の輸送を優先していたため、材木以外の物資輸送は
冬から春にかけての材木の運送期間中の川舟の航行は杜絶状態になるのが常であった。19）20）21）
　天竜川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資は、材木・米・煙草などがあった。22）23）
　富士川の河川舟運による輸送物資は、鰍沢・青柳・黒沢河岸から笹船または高瀬船で河口の
岩淵河岸まで運び出した下りの輸送物資には米があり、岩淵河岸から廻船輸送の拠点である蒲
原浜へ陸送した。上り輸送物資には、主に塩であり、そのほかには塩魚・油・雑貨・藍玉など
があった。24）25）26）
　よって、中部地方の河川舟運による下り輸送物資は、木曽川の河川舟運では、材木・米・白
木・板・薪炭・茶・煙草がある。天龍川舟運では材木であり、富士川舟運では米であった。
　また、上り輸送物資は、木曽川舟運では、塩・干鰯・干魚・塩魚・古手・酢・醤油・酒であ
り、富士川の河川舟運では塩・塩魚・油・雑貨・藍玉であった。
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5）近畿地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　淀川の河川舟運による輸送物資は数多くあり、下り輸送物資には、米・塩・木材・酒・縄・
笹・木綿織物などがあり、上り輸送物資には、桶尿・干鰯・油糟・灰などがあった。27）28）
　熊野川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、主に材木があった。29）
　由良川の河川舟運による輸送物資は、由良川が舟運の利用には好条件を備えていたため、丹
波・丹後地方の内陸部を西回り海運、さらには全国市場へ結びつける商品物資の輸送ルートと
して極めて重要な役割を果たし、下りの輸送物資には、米・商蕩玉・茶・煙草・桐実・漆実・
櫨実・楮・繰綿・木綿・串柿・薪炭・材木・竹類などがあり、上り輸送物資には、米・塩・干
鰯・菜種・菜種の油槽・素麺・干物・鉄などがあった。30）
　よって、近畿地方の河川舟運の下り輸送物資は、淀川の河川舟運では、米・塩・木材・酒・
縄・莚・木綿織物であり、熊野川の河川舟運では材木であり、由良川の河川舟運では、米・釣
蕩玉・茶・煙草・桐実・櫨実・楮・繰綿・木綿・串柿・薪炭・材木・竹であった。
　また、近畿地方の河川舟運の上り輸送物資は、淀川の河川舟運では桶尿・干鰯・油糟・灰で
あり、由良川の河川舟運では米・塩・干鰯・菜種・油糟・素麺・干物・鉄であった。
6）中国地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　江の川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、鉄・扱苧・楮・紙・木炭・木材な
どがあり、上り輸送物資は米・塩・茶・陶器・干鰯・干物・塩魚などがあった。31）
　高梁川の河川舟運による輸送物資は、継船制より松山藩と新見藩の河川舟運が2つに分かれ
新見より下る川舟に積む下り輸送物資には、米・大豆・たばこ・紙・荒苧・割鉄・漆実・生綿
などがあり、乗人は30人乗れ、松山より下る川舟に積む下り輸送物資は、米・大豆・小豆・
種子・たばこ・木綿・綿実などがあった。また、上り輸送物資には、主に塩・海産物などがあ
った。32）
　吉井川の河川舟運による輸送物資には、下り輸送物資には、年貢米・鉄・煙草・薪炭などが
あり、上り輸送物資には塩などがあった。33）
　よって、中国地方の河川舟運による下り輸送物資は、江の川の河川舟運では、鉄・扱苧・楮・
紙・木炭・木材であり、高梁川の河川舟運では、米・大豆・煙草・紙・荒芋・割鉄・漆実・生
綿・小豆・種子・木綿・綿実などであり、吉井川の河川舟運では、米・鉄・煙草・薪炭であっ
た。
　また、中国地方の河川舟運の上り輸送物資は、江の川の河川舟運では、米・塩・茶・陶器・
干鰯・干物・塩魚などであり、高梁川の河川舟運では塩・海産物などであり、吉井川の河川舟
運では塩などであった。
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7）四国地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　四万十川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、スグリ縄・シズラ縄・松煙など
の林産物・蕨粉・椎茸・木炭・材木・紙などがあり、上り輸送物資には、米・塩・雑貨などが
あった。34）
　吉野川の河川舟運による輸送物資は、阿波西部の上流域からの下り輸送物資には、年貢の木
炭・煙草・楮・木綿・梨・紙などがあり、河口からの主な上り輸送物資には、斉田塩・米・麦・
稗や糠などの雑穀・味噌・干鰯・鉄・肥料・雑貨などがあった。35〉
　仁淀川の河川舟運による輸送物資は、材木・薪・木炭・楮などがあり、上り輸送物資には、
米・塩・醤油・味噌・酒などがあった。36）37）
　よって、四国地方の河川舟運による下り輸送物資は、四万十川の河川舟運では、縄・林産物・
蕨粉・椎茸・木炭・材木・紙などであり、吉野川の河川舟運では、木炭・煙草・楮・木綿・梨・
紙であり、仁淀川の河川舟運では。材木・薪・木炭・楮などであった。
　また、四国地方の河川舟運の上り輸送物資は、四万十川の河川舟運では、米・塩・雑貨であ
り、吉野川の河川舟運では塩・米・麦・雑穀・味噌・海産物・鉄・肥料・雑貨などであり、仁
淀川の河川舟運では、米・塩・醤油・味噌・酒であった。
8）九州地方における江戸期の河川舟運による輸送物資
　筑後川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、年貢米・楮・木炭・板・筏に組ん
だ材木・竹などがあり、久留米へ向かう川舟に積んだ上り輸送物資には、酒・醤油・蝋などが
あった。38）
　球磨川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、米・麦などがあり、上り輸送物資
には、塩などがあった。また、球磨川の河川舟運は人吉藩の参勤交代にも利用されていた。39）
　遠賀川の河川舟運による輸送物資は、下り輸送物資には、筑前福岡・秋月藩あるいは豊前小
倉藩などの年貢米・石炭・櫨・大豆・麦・菜種・蝋・蜜・醤油などの農産物とその加工品があ
り、上り輸送物資には、綿・煙草・素麺・表・笹・鉄・油・鯨油・砂糖などがあった。40）41〉
　よって、九州地方の河川舟運による下り輸送物資は、筑後川舟運では米・椿・木炭・板・材
木・竹であり、球磨川の河川舟運では、米・麦であり、遠賀川の河川舟運では、米・石炭・櫨・
大豆・麦・菜種・蝋・蜜・醤油であった。
　また、九州地方の河川舟運による上り輸送物資は、筑後川舟運は酒・醤油・蝋であり、球磨
川の河川舟運では塩であり、遠賀川の河川舟運では、綿・煙草・素麺・表・莚・鉄・油・鯨油・
砂糖であった。（表4－2－1）
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表4－2－1　江戸期における対象河川別の河川舟運による輸送物資
地方名 河川名 下り 上り
東北
北上川 米・材木・生糸・真綿・紅花・藍・煙草・・大豆
古手着物・食塩・海産物
最上川 米・雑穀・紅花・青苧・真綿・蝋・漆・荏・紙・葉煙草
塩・木綿・鉄・茶・材木・肴
阿武隈川 米・油糟・菜種・油・大豆・小豆・小麦・蕩
塩
関東
利根川
米・大豆・青苧・紅花・紙・煙草・蝋・
綿・醤油・酒・惣菜・水油・油粕・
灰・大麦・麻・板・砥石
米・大豆・煙草・材木・鰹節・塩物・
物・海藻・鰯粕・干鰯・鮮魚・塩・糖・
・酢・油・反物・茶・太物・小間物・
物
荒川 米・材木・木炭・地酒・紅花・惣菜 塩・干鰯・糠
那珂川 米・材木 塩
北陸
信濃川 米・材木・大豆・小豆・大麦・小麦・蝋・・紙・紅花・煙草・雑穀・ぜんまい
塩・青苧・瀬戸物・敷物・紙・干物・
産物・雑貨
阿賀野川 米・青苧・煙草・漆器・薪炭 塩・古手着物・綿布・反物・瀬戸　・茶
神通川 米 塩・茶・酒・魚介類
中部
木曽川 材木・米・白木・板・薪炭・茶・煙草・紙 塩・干鰯・干物・塩魚・古手・酢・醤油・
天竜川 材木・米・煙草
富士川 米 塩・塩魚・油・雑貨・藍玉
近畿
淀川 米・塩・木材・酒・縄・莚・綿織物 桶犀・干鰯・油槽・灰
熊野川 材木
由良川 米・賄蕩玉・茶・煙草・桐実・櫨実・楮・綿・木綿’串柿・薪炭・材木・竹
米・塩・干鰯・菜種・菜種油糟・素麺・
物・鉄
中国
江の川 鉄・扱酋冨　冨紙・木炭・材木 米・塩・茶・陶器・干鰯・・干　・塩魚
高梁川 米・大豆・煙草・紙・荒芋・割鉄・漆実・綿・小豆・種子・木綿・綿実
塩・海産物
吉井川 米・鉄・煙草・薪炭 塩
四国
四万十川 縄・林産物・蕨粉・椎茸・木炭・材木・ 米・塩・雑貨
吉野川 木炭・煙草・楮・木綿・梨・紙
塩・米・麦・雑穀・味噌・海産物・鉄・
料・雑貨
仁淀川 材木・薪・木詣・ヰ 米・塩・剖油・味噌・酒
九州
筑後川 米・者・木炭・板・材木・竹 酒・剖油・蝋
球磨川 米・麦 塩
遠賀川 米・石炭・櫨・大豆’麦・菜種・蝋・蜜・油
綿・煙草・素麺・表・鑓・鉄・油・鯨油・
糖
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（3）下りと上りの視点からみた輸送物資
　下りと上りの輸送物資を比較すると、下り輸送物資には原材料が多く、上りでは加工された
製品が多いことが分かる（4－2－1（2）表4－2－1参照）。
　これは、江戸期における江戸と大坂が、消費物資の集散地であるとともに、製造業も集積し
ているためである。この2大都市を中心に全国市場が形成されていた。つまり江戸と大坂が原
材料や農産物の主な最終目的地となっていた。これにより、江戸と大坂で生産された当時の製
品が再び全国各地へと運ばれたと考えられる。（図4－2－1）
　また、江戸期における河川舟運による輸送物資の多くは、輸送途中において輸送形式の変化
はあっても、加工されることは少なかった。っまり江戸期の河川舟運による輸送物資には、付
加価値の少ない輸送物資が多いことが考えられる。
地
方
の
町
ロ
村
　原材料・農産物
（米・材木・大豆など）
　　塩や加工品
（古手・干鰯・雑貨など）
江
戸
ロ
大
坂
図4－2－1　江戸期の輸送物資の流れ
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4－2－3　品目特性からみた輸送物資
　一般に輸送物資の品目特性とは、3Tと呼ばれる時間（Time）・温度（Temperature）・物性
（Tolerance）で示すことができる。42）（表4－2－2）
　この考え方は江戸期の河川舟運に当てはめると、当時は冷蔵冷凍技術もなく、厳密な輸配送
時問の指定もなかった。このため現代に比較すれば、常温で一度に大量に運ぶことができ、長
期間保存もできる輸送物資が多かった。
　よって、江戸期において米は、目常的な食料品の中で、さらに常温で一度に大量に運ぶこと
ができ、長期間保存も可能なことから、年貢として最適な輸送物資であったと考えられる。
　さらに河川舟運による輸送物資は、季節によっても異なっていた。それは輸送物資によって
収穫時期も異なることや、積雪などにより輸送に不適な季節があったからだと考えられる。43）
　たとえば、木曽川の河川舟運では材木の筏による輸送が盛んであり、特に材木の伐採時期の
冬季から春季にかけては、筏により材木が多く輸送された。しかし筏による材木の輸送と、川
舟による物資輸送が同時に行われるとき、筏と川舟の運航が非常に危険であっため、この時期
における川舟による河川舟運は行われなかった。44）
　また、利根川の河川舟運による鮮魚の輸送では、利根川河口に位置する銚子で獲れた鮮魚類
は、品質を保つために日本橋の魚市で3日の朝売りに問に合うように、銚子河岸から木下河岸
や布佐河岸で荷降ろし、行徳まで駄馬により陸送し、行徳河岸や松戸河岸から川舟に積み込み、
新川や小名木川を経て日本橋へ運ばれた。45）
表4－2－2　3丁の内容
3T 内容
時間（Time） ：輸送時間、在庫時間、保管時間、流通加工時間、など
温度（Tem　arature）：温度管理、低温保管、温度管理、など
物性（Tolerance）：強度、割れ物、重量、寸法、など
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4－2－4　輸送物資別の輸送形式の分類と標準化
　江戸期の河川舟運において、輸送物資を運搬する際の輸送形式は、輸送物資別に異なり、大
別して5種類になる。（表4－2－3）
　第1は、米や塩、大豆などを俵で輸送することである。例えば米の場合、秋の収穫時期にな
ったら、鎌で稲の根刈りをする稲刈りが行われ、その後刈られて束ねられた稲を野天により乾
燥させ、その後穂から籾を扱き落とす。そして扱き落とした籾を、横つち・棒打ちで芒を叩き
落す。さらにこの籾は摺臼で殻を取って玄米にする。最後にこの玄米を俵に詰めて包装し、保
管や輸送がされる。46）（写真4－2一葉、写真4－2－2、写真4－2－3）
　このとき、米俵1俵は現在における60kgに相当し、地方から上方に米を運ぶ際、主にこの
形式が標準化されていた。また、俵には米俵や炭俵などがあり、米俵は円筒な形をしており、
主に米や塩などを包装し、炭俵は四角い形をしており、薪炭などを包装していた。俵の材料に
は、主に藁やススキなどがあった。（表4－2－4）
　第2は、木綿の輸送に、和紙で包装したり、またその上に水に強い材質である柿渋を塗った
油紙で包装することである。この油紙による輸送形式は船内保管に利用された。江戸期後期で
は新川・能美・能登木綿などの生産量が増え、全国に運ばれた。（写真4－2－4）
　第3は、酒や醤油などを樽で輸送することである。例えば酒の場合、精白した米の表面の糠
やゴミなどを取り除く洗米し、その米を新しい水に漬けて吸収させる浸漬をし、水分を含んだ
米を蒸気で蒸す蒸米にし、そしてその蒸米を発酵する麹仕込みをし、発酵が終わって搾れば新
酒が出来上がる。出来上がった酒は酒樽に入れて保管や輸送がされる。47）（写真4－2－5）
　このとき、樽には二斗樽（360）や四斗樽（72愈）等があり、酒や醤油を運ぶ際、主にこの形
式が標準化されていた。江戸期初期においては二斗樽2つを馬に載せて運ばれていたが、それ
以降になると、四斗樽を載せていた。つまり時代により形式の標準化が異なっていたことが分
かる。（表4－2－5）
　第4は、河川舟運による石炭の輸送などにみられるように、輸送物資を川舟に直接積むこと
である。例えば、遠賀川の河川舟運による石炭の輸送にみられるように、山元で掘り出された
石炭は、籠や俵に詰まれて河岸へ運ばれ、艦舟（平田舟）に直に積んで、河口の芦屋や若松へ
輸送されることである。48）
　第5は、河川舟運による材木の輸送にみられるように、筏で河川を下ることである。例えば、
木曽川の河川舟運による材木の輸送のように、筏流しと呼ばれる方法で切り出した丸太をその
まま流し、途中の河岸で切断して角材や板にしてから、再度筏に組み立てたり、川舟などに積
み込んで輸送することである。49）（写真4－2－6、写真4－2－7、写真4－2－8）
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　表4－2－3
輸送形式
江戸期の代表的な輸送形式と輸送物資
　　俵　：　米、塩、大豆など
　　紙　：　木綿など
　　樽：酒、醤油、味噌など
　　直載：　石炭など
　　筏　：　材木
表4－2－4　米の単位
内容 k単位1勺 米の最小単位 0，015
1合 10勺 0．15
1弁 10合（＝100勺） 1．5
1斗 10弁（＝100合＝1，000勺） 15
1俵 4斗（ニ40弁＝400合＝4000勺） 60
1石 10斗二2．5俵（＝100弁＝1000合＝10000勺）15
表4－2－5　酒の単位
尼単位
二斗樽 36
四斗樽 72
写真4－2－1　米俵
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写真4－2－2　包装された炭
写真4－2－3　包装された昆布
写真4－2－4　包装された木綿
54
~~I~4-2 5 / _ ~ t~: '1 
~/t:3-
='~F*/s * ~~~ ~~ ~l ;'*d:L . ~? 
~~ :!' S!f~ ' ¥ ' 
 
;] ~l'~ i; ~ +¥ ~*1 ~¥ * ¥+~ ' t ¥ ¥~-.. ,~~¥. 
~ 
~- 't(~:~~~~-
h ==- ;i'T~;~~~ ~f ~! _'_1~*_=  ri'ir~~~= ~ *~~  ¥ ¥~¥ ~~~__._/:~'~~tl 
- 
~1~~-'*'f=' ~ ?~~~
:*'~;~rf'l -I~~~;~~~~ ;ili~'~~r~* _--_:'_~ -1~'~~~,~~~~~~l~~ -~~~; 
! I ' ~l4-2 2 
* '" 
 
;~j'~~ . ~ 
~~'* -**' -+=~~~* 
,~' S _~~s~-~~,~=~ ~ 
s~TJll d~F~I tS ft ~ i~~~a;~!O)t~::~ ~~:~ 4 - 2 7 ;~~:JllO)/ ~ .. 
55 
,i;~'":- {~ " ~ 
~~~: ~~Jll ~hl:~~~~~~O)~i:P 96) 
li;'N ~~; 
i ')~'1~J"';) 
'; {J ~:~~" ,~~f'~Lt 
¥ 
S;: 
L'L~:~ i~/~._ 
}' ~ 
~ ~i-rj l 
( IBA~: B~r~~ F~'fi~:~4~~~ LJ ) 
「籔悪
　　　　灘
　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　灘醸　嚢　　一叢簗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聾騰
　　　　　　　鰯願萎騨馨睡　　霧
写真4－2－7　木曽川の河川舟運における筏流しの様子（旧八百津町発電所資料館より）
写真4－2－8　久次米での字材木店（深川江戸資料館）
4－2－5　河川舟運による輸送物資の多様化
　江戸期初期における河川舟運による主な下り輸送物資は米で、上り輸送物資は塩であった。
特に米の中でも年貢や城米による米が主な輸送物資であった。
　その後、河川の上流域で産出される特産物が商人によって江戸や大坂に売買されるようにな
り、米とともに特産物の輸送が増加した。典型的な例には、最上川や北上川、阿賀野川流域で
生産されていた紅花や青苧などがある。
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4－3　江戸期の河川舟運における川舟の種類と運航方法
4－3－1　江戸期の輸送機関
　江戸期の物資輸送における物資輸送の手段（以下、輸送手段）は、陸・河川・海の視点から
分類することができる。輸送手段別の主な輸送機関は、陸では馬や牛、大八車やべか車などの
荷車であり、河川では高瀬舟や艦舟（以下、平田舟）などの川舟、海では菱垣廻船や北前船な
どの廻船であった。（表4－3－1）
　このとき、陸における物資輸送（以下、陸上輸送）には、馬や牛、大八車やべか車などの荷
車などが利用された。そして陸における物資輸送の方法は3つに分類することができる。1つ
目に牛や馬に直接輸送物資を積んで輸送する方法、2つ目に大八車やべか車などの荷車に輸送
物資を積んで輸送する方法、このとき、動力には牛や馬も利用されたが、城下町などの都市で
は厩舎や排出物などの問題で都市内では制限されていた。このため荷車による物資輸送におけ
る動力は主に人力であった。そして3っ目の陸における物資輸送とは、人が輸送物資を直接持
って輸送する方法である。これには人が輸送物資を直接背負ったり、肥桶を利用するなど様々
な方法があった。50）（図4－3－1、写真4－3－1、図4－3－2、写真4－3－2）
　これらの中で、江戸期に主に利用されていた陸の物資輸送は、馬に直接輸送物資を積んで輸
送する方法（以下、馬による物資輸送）と、大八車やべか車等の荷車に輸送物資を積んで人が
それを引いて輸送する方法（荷車による物資輸送）であった。5D
　次に河川や海の物資輸送においては、船が利用され、主に河川で利用された船を川舟、海で
利用された船を廻船と区別されていた。つまり、川舟による物資輸送と廻船による物資輸送（以
下、海上輸送）に区別することができる。52）（図4－3－3、図4－3－4）
表4－3－1　輸送手段別の輸送機関
陸
河坦
海
輸送機関名
馬、牛、荷車
川舟
廻船
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写真4－3－2　人が輸送物資を背負って運ぶ様子（東京みなと館蔵）
写真4－3－3　川舟（高瀬舟）による物資輸送の様子（東京みなと館蔵）
写真4－3－4　廻船による物資輸送の様子（近江八幡市立資料館蔵）
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4－3－2　川舟の輸送効率とその特徴
（1）交通路別の輸送機関の積載量
　江戸期の交通路別の主な輸送機関1っ当たりの積載量を比較したとき、廻船の積載量がもっ
とも多く、次に川舟、そして荷車や馬の順であった。
　例えば、馬の背に輸送物資を積む方法では、米は2俵しか積むことができず、荷車に積んで
人が引く方法では5俵が限界であった。一方、廻船では、江戸期後期には千石船とも呼ばれる
弁財船はもっとも多くて2，000石、1石当たり2．5俵であったので、つまり5，000俵分の米を
積み込んで輸送することができた。また、川舟では、利根川の高瀬舟でもっとも多くて1，200
俵の米を積み込んで輸送していた。53）54）55〉（表4－3－2）
　また、川舟の特徴は河川ごとによって異なる。例えば、川舟の大きさである。川舟の大きさ
は大舟・中舟・小舟の視点から考えると、最上川では米俵350俵を積み込める川舟が大舟であ
るが、利根川では1，200俵を積み込める川舟が大舟といえる。また、下流では小舟・中舟・大
舟が航行できるが、上流になるにつれて航行できる川舟は制限され、最上流では小舟しか航行
できない。これは各河川や、河川の上流や下流によって、川幅や水深、河川の流れなどが異な
るためである。そのため、川舟の安全な航行や輸送の効率化のために江戸期の人々は河川の開
削や改修工事などを行っていた。56）
表4－3－2　交通路別の輸送機関と最大積載量
箭送機関 最大積載量（俵）
陸 馬 2荷車（大八車） 5
河川 川舟（高瀬舟） 1，200
海 廻船（弁財船） 5，000
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（2）交通路別の積載量に対する作業人数
　また、各輸送機関による物資輸送において、それに関わる作業人数も異なった。例えば、陸
上輸送における馬による物資輸送では、馬1頭当たりで米2俵を積んだとき、馬方の人数は1
人で、つまり作業人数は1人であった。荷車による物資輸送では、荷車を大八車とべか車を例
にする。大八車とはr人8人の代る仕事をする荷車」という意で、主に関東で利用された2輪
の荷車で、べか車は2輪で車体も車輪も板張りで引手もあった荷車であった。大八車1台当た
りで米5俵積んだとき、作業人数3人であった。また、べか車1台当たりで米4俵積んだとき、
それに関わる作業人数は2人であった。57）（表4－3－3、写真4－3－5、写真4－3－6）
　河川舟運では、大舟・中舟・小舟に分類して最上川の平田舟を例にすると、小舟1艦当たり
米45俵積みで船方の人数が1人、中舟1艘当たり米200俵積みで船方の人数は3人、大舟1
艘当たり米350俵積みで船方の人数は5人であった。また、河川によって川舟の大きさも異な
るため、作業人数も異なる。58）（写真4－3－7、写真4－3－8）
　海上輸送では、50石積みと1，000石積みの弁財船を例にすると、50石積みの弁財船1艘当
たり米125俵積みで3人、1，000石積みの弁財船1艘当たり米2，500俵積みで、船方の人数は
20人であった。59）（図4－3－3、写真4－3－9）
　これらより、川舟と廻船は馬や荷車に比べて積載量が多く、作業人員1人当たりの輸送量が
多いため運賃も安くなることが分かる。つまり川舟と廻船は、馬や荷車よりも輸送効率と経済
性で、はるかにまさっていることになる。
　また、江戸期初期において河村瑞賢による航路開発以前は、海上輸送の輸送技術の不足や海
難の危険や、それに伴う不正が多発していた。これにより、航路開発以前は河川舟運が多く利
用されたが、航路開発後は海上輸送の輸送技術の向上や、安全面での強化に伴い、沿岸域にお
ける長距離の物資輸送には海上輸送が主に利用されるようになった。つまり、輸送機関の変遷
の要因の一つに、輸送効率と輸送物資の品質保持があると考えられる。60）
表4－3－3　交通路別の輸送機関と積載量・作業人数
箭送機関 積載量（俵） 作業人数（人）
陸 馬 2 1荷車（大八車） 3 1
河川
川舟（小舟） 45 1
川舟（中舟） 200 3
川舟（大舟） 350 5
海 50石員み廻船 125 31000石　み廻船 2500 20
（注）大・中舟は最上川の平田舟である。
　　小舟は利根川での高瀬舟である。
　　廻船は弁財船である。
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写真4－3－5　大八車（下町風俗資料館蔵）
写真4－3－6　べか車（なにわの海の時空館蔵）
写真4－3－7米俵が積まれた珀舟1（北上川学習交流館蔵1
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（3）川舟の輸送による品質管理
　江戸期において、江戸や大阪などの都市の人口増加や交通施設の整備などによる物資供給の
増加にともない、陸・河川・海における物資輸送が増加した。このとき、河川舟運による物資
輸送の増加の要因の一つに品質管理がある。
　陸における輸送で、大八車やべか車などの荷車は、農村では農民が村から逃亡することを防
ぐため、また城下町などの町では荷車による交通事故や騒音問題、道路や橋梁の破損を防ぐた
めに利用が制限されていた。このとき、道路や橋梁の破損とは、荷車と積み込んでいる輸送物
資の重さが車輪に局部的にかかるため、その轍にくぼみができ、他の交通に支障をもたらすの
であった。このため、長距離の輸送においては主に馬による物資輸送が利用されていた。61）
　この物資輸送に利用される馬は、主に伝馬と中馬に分類することができる。伝馬とは、江戸
幕府によって整備された物資輸送のための馬で、街道の宿場ごとに一定数常備され、宿場ごと
に別の伝馬に積み替える必要があった。次に中馬とは、農民創り出した輸送方法で、伝馬のよ
うに宿場ごとに輸送物資を積み替えないで、直接届け先に輸送物資を運ぶことができた。つま
り、伝馬を公用の輸送業者と考えた場合、中馬は民間の輸送業者と考えられる。
この両者を品質管理の視点からみると、馬による物資輸送は、輸送の際に馬による振動が多く、
さらに伝馬においては宿場ごとに積み替えをしていたため、荷傷みや荷崩れを起こしやすかっ
た。62）（図4－3－4）
　一方、川舟や廻船は、川幅や水深、流れに妨げられない限り積み替えすることなく輸送する
ことができた。このため、馬の輸送に比較して積み替えの回数も少なく、荷傷みも少なかった。
しかし、荷傷みや荷崩れの要因の一つである積み替えの回数を減らすため、河川においてはよ
り大型の川舟が航行できるように河Jliの整備が行われた。63）（写真4－3－10）
（4）川舟の形式
　本研究では、江戸期の交通路を陸・河川・海の3つの視点からみると、江戸期における船に
は、川舟と廻船がある。川舟とは、主に河川を航行する船である。廻船とは、主に目本海や太
平洋、瀬戸内海などの海の沿岸を航行する廻船がある。
　川舟は、河川の川幅や水深、流路によって、長さや幅、積載量が異なったり、船体そのもの
の形状が平らになったりする。また河川を下るときは河流や風により、帆を張ることもある。
　また、「平田舟」や「高瀬舟」のように川舟の名称が異なっていても、その構造は類似して
いるものや、名称は同じでも帆柱や屋根を備えた川舟もあった。このように川舟は、河川の特
徴にあわせて造られていたため、様々な形式のものが存在した。しかしながら川舟の共通の特
徴は、浅瀬でも航行できるように喫水が浅く、廻船に比べて船底が平らで細長く、波除けがな
いことである。64）（写真4－3－11、写真4－3－12）
　一方、外洋を航行する廻船の形式は、江戸期初期では多種多様であったが、江戸期中期では
菱垣廻船や樽廻船、北前船などのように弁財船の形式にほぽ統一されていた。廻船の共通の特
徴に、海が河川よりも波が強いため、頑丈に造ら都、波除けもある。また、帆柱も必ずあった。
そして輸送物資を船倉に積むため船体が川舟よりも深かった。65）（写真4－3－13、写真4
－3－14）
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図4－3－4　人から馬への輸送物資の積み替えの様子100）
図4－3－5　川舟より輸送物資を荷降ろす様子101）
写真4－3－10　高瀬舟（京都：高瀬川蔵）
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写真4－3－11
写真4－3－12　弁財船の模型（物流博物館蔵）
写真4－3－13菱垣廻船の模聖（なにわの海の時空館蔵：
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4－3－3　河川の特徴による川舟の種類と運航方法
（1）川舟の種類
1）江戸期の河川舟運において主に利用された川舟
　江戸期の河川舟運において利用された川舟には、共通の特徴があり、それは浅瀬でも航行が
可能なように喫水が浅く、廻船に比べて船底が平らで細長く、波除けがないことで南る。そし
て江戸期において代表的な川舟には、平田舟や高瀬舟があり、その他には鵜飼船や胴高舟、淀
川で利用された過書舟、上荷舟、や舟などの艀舟、剣先舟、そして江戸市内で主に利用された
猪牙舟などがあった。
①平田舟
　平田舟は、「平田」を「騰」とも書き、江戸期における河川舟運で利用された代表的な川舟
の一つであった。平田舟の造りは、水押という船首材をつけ、先が尖り、やや胴が膨らんだ形
になっているのが特徴である。
　つまり寄板造りで船底が平たくて喫水が浅く、急流や浅瀬でも航行がしやすい構造になって
いる。平田舟の積載量は一般的に40～50石（100俵～125俵）が多かったが、最大級の大き
さで、船長約24．4m、船幅約4．24mで、米が200石（500俵）積みの大舟があった。66）
　平田舟は、主に利根川上流部や北上川、阿武隈川下流や遠賀川などで利用され、北上川上流
部では小繰舟と呼ばれる平田舟の形式に似た小舟が利用されていた。（写真4－3－14）
写真4－3－14　平田舟の模型（船の科学館蔵）
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②高瀬舟
　高瀬舟は、舳（船首）を立て板で平らに反り上げ、平田に比べてやや箱型なのが特徴である。
この川舟は、角倉了以によって今目と高瀬川で用いられたことから、この名が付いた。
　利根川で利用されている高瀬舟には、川舟としては最大級の大きさで、船長約27m、船幅（約
5mという米が約500石（1250俵）積みの大舟もあった。舟型・構造とも京都の高瀬川で利用
された15石（約38俵）積みの高瀬舟（4－3－2（4）写真4－3－10参照）と異なり、
船首は表立板を使った独特の戸立造りで、棚は一枚棚、この棚の内面と敷上面には多数のアバ
ラ（肋材）を入れて船体を補強する。67）（写真4－3－15、写真4－3－16）
　高瀬舟は、主に利根川下流や荒川、高梁川や吉井川などで利用され、木曽川や天竜川などで
は鵜飼舟、最上川上流部や阿武隈川上流部、利根川支流の鬼怒川などでは小鵜飼船と呼ばれる
高瀬舟の形式に似た小舟が利用されていた。（図4－3－5）
写真4－3－15　高瀬舟の模型（船の科学館蔵）
写真4－3－16　利根川における高瀬舟（関宿城博物館蔵）
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③胴高舟
　胴高舟は、急流でもしぶきをかぶらないように考案され、主に那珂川や信濃川上流などで利
用された。胴高舟の造りは、ブナの木で造られ、太くて短いようなおわん型の船底が特徴で、
大きいものは役12間（22m）もあった。この舟の上には雪や雨を避けるための「苫」という
小屋があった。「苫」はホウの木か杉でカマボコ型の骨組みを造り、その上にカヤで屋根を葺
いた。「苫」の前には、綿布20反の大きな帆を張る帆玉が備えつけてあった。68）
④過書舟
　過書舟は、平田舟の一種で、二枚水押の船首を有する二階作りの川舟である。大きさは30
石積みの過書舟で、船長は37～50尺（1L2～15．m2）、船幅6～7尺（1．8～2．1m）、深さ約2
尺（0．6m）であり、250石積みの過書舟で船長95尺（28．8m）、船幅15尺（4．5m）、深さ約3
尺（O．9m）であった。淀川においては250～300石舟積みの過書舟の大舟が航行していたが、
淀川が浅くなったため、江戸期後期では淀川の河川舟運において130石積みの過書舟が限度で
あった。69）（表4－3－4）
　過書舟の中では、三十石舟が有名で、早登り三十石・早舟三十石・人乗せ三十石とも呼ばれ、
輸送物資の輸送機関としてだけではなく、乗合舟としても有名であった。また二十石舟も船体
の軽妙さを利用して、淀川および伏見・木津川・桂川・宇治川において多く利用された。これ
らの小舟の設備には、雨露をしのぐ程度の苫しかなかったが、京都と大阪間の移動には欠かせ
ない輸送機関であった。（写真4－3－16、写真4－3－17）
表4－3－4　淀川における過書舟の主要寸法
積石数
（石） 船長（尺） 船幅（尺） 深さ（尺）
130 87．5 14．0 2．4
100 73．5 12．0 2．3
80 71．0 11．5 2．3
60 66．3 10．5 2．2
40 59．0 9．9 2．1
30 49．0 6．4 1．8
・羅驚叢叢
写真4－3－16　三十石船（伏見港公園蔵）
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写真4－3－17　十石船（伏見港公園蔵）
⑤艀舟
　艀舟とは別名で瀬取り舟とも呼ばれ、主に廻船や大舟と、問屋や小舟とを輸送物資の積み替
えるという役割をしていた。代表的な艀舟には上荷舟や茶舟などがあり、廻船に取り付けられ
ていた伝馬船も艀船としてこれに入る。
　上荷舟は、茶舟とともに江戸期以前より淀川において利用され、江戸期成立後にさらに物資
輸送の増加にともない利用されるようになった。この川舟は、主に淀川下流の大坂市内の川筋
で利用されていた。70）
　上荷舟の構造は、船底が低く、積載量は主に20～30石であった。主に本船と波止場の中継
の役割をし、さらに河川・海ともに航行できたので、親船である廻船や大舟の、輸送物資を積
み込んで問屋や小舟へ運び、また問屋や小舟から輸送物資を廻船や大舟へ積み替える役割をし
ていたことからこの名称になった。
　茶舟は、積載量が10石程度で、上荷舟とともに江戸期以前より淀川において利用され、江
戸期成立後にさらに物資輸送の増加にともない利用されるようになった。71）
　また茶舟は、もと茶をたいて打っていた関係で、廻船の構造でありながら、浅い河川でも航
行できたので、主に淀川下流の大阪市内において多く利用された。（図4－3－6）
　　　咋2贈　　▲偉娠抽　　菱1麟裏
盤縷雛　蟻
　　　　　　　　　　　　　　、　　　　 ’
』…讐
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婁（
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，懸
繍 凄
図4－3－7　淀川の河川舟運における艀舟103）
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⑥剣先舟
　剣先舟は、側面から見たとき、船首の形が刀の切っ先に類似していることから、この名称が
ついた。この川舟は、大阪湾へ東南から流入する大和川において主に利用され、正保3年（1646）
に上荷舟・茶舟の請願によって許可された川舟であるが、その沿岸が大坂周辺の棉作の一大中
心地であったため、肥料に使われた干鰯や油糟などの輸送物資を運ぶ際、剣先舟が多く利用さ
れた。72）
⑦猪牙舟
　猪牙舟は、江戸の下町など城下町内において主に利用された小舟であり、特に江戸市内の深
川において輸送物資や人を多く運ぶという現代のタクシーの役割をしていた。猪牙舟という名
称の由来は、長吉という人物が造ったから長吉舟より言葉がなまったという説や、猪の牙の形
に似ているという説、または水上の一点という意味でr猪機舟」だったという説など様々など
がある。73）（写真4－3－18）
　主な利用方法には、2～3人が乗り込み、深川の船宿などに乗りつけることがあり、高速性、
回転性にすぐれ、船頭の腕次第ではたいへんな速度が出た。
．、
鞭
写真4－3－18　猪牙舟（深川江戸資料館蔵）
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2）江戸期の河川舟運における河III別の主に利用された川舟
　江戸期の河川舟運において利用された川舟は、浅瀬でも航行が可能なように喫水が浅く、廻
船に比べて船底が平らで細長く、波除がないことなど共通な特徴がある。しかし、川舟の種類
やその形式は河川別に異なっていた。その理由として、河川によって川幅や水深、河流が異な
っていたり、岩場が多くて航行が難しかったり、または曲流していて蛇行しなければならない
など様々である。このため、川舟は河川によって種類などが異なっていた。
①東北地方
　東北地方において、北上川の河川舟運では平田舟や、その形式が同じであった小繰舟などが
利用され、主に上流で小繰舟が、下流で平田舟が利用されていた。最上川の河川舟運では平田
舟や、急流や浅瀬に強い小舟である小鵜飼舟などが利用され、主に上流で小鵜飼舟が利用され
ていた。阿武隈川の河川舟運では、平田舟や高瀬舟、小鵜飼舟などが利用され、主に上流で小
鵜飼舟が、下流で平田舟が利用されていた。74）75）76）
②関東地方
　関東地方において、利根川の河川舟運では平田舟や高瀬舟、小鵜飼舟、小鵜飼舟よりも丈夫
な造りである部賀舟などが利用され、主に渡良瀬川や巴波川、思川などでは高瀬舟や部賀舟が、
鬼怒川では小鵜飼舟が利用されていた。荒川の河川舟運では、高瀬舟や平田舟などが利用され
ていた。那珂川の河川舟運では、小鵜飼舟や胴高舟などが利用され、主に中流で小鵜飼舟が利
用された。77）78）
③北陸地方
　北陸地方において、信濃川の河川舟運では平田舟や胴高舟などが利用され、主に上流の千曲
川では胴高舟が利用され、下流の信濃川本流では平田舟が利用されていた。阿賀野川の河川舟
運では平田舟などが利用されていた。神通川では平田舟や2～4石（5～10俵）積みの小舟で
あるいくり舟などが利用されていた。79）
④中部地方
　中部地方において、木曽川の河川舟運では平田舟や急流や浅瀬に強い川舟である鵜飼舟など
が利用され、主に下流で平田舟が利用されていた。天竜川の河川舟運では、鵜飼舟などが利用
されていた。富士川の河川舟運では平田舟や高瀬舟、細長く船底の薄い笹舟などが利用され、
主に急流で岩石の多い上流では笹舟が、下流では平田舟や高瀬舟が利用されていた。80）81）82）
⑤近畿地方
　近畿地方において、淀川の河川舟運では過書舟や艀舟である茶舟や上荷舟・剣先舟などが利
用された。熊野川の河川舟運では、平田舟や三反帆の平底舟である団平舟などが利用されてい
た。由良川の河川舟運では高瀬舟などが利用されていた。83）84）
⑥中国地方
　中国地方において、江の川の河川舟運では高瀬舟や、船底の浅い小舟である軽枯舟（軽子舟）
賀利用され、主に上流では軽枯舟が利用されていた。高梁川の河川舟運では高瀬舟が利用され
ていた。吉井川の河川舟運では、高瀬舟が利用され、角倉了以は慶長9年（1604）に吉井川の
急流を遡る高瀬舟を見て、保津川（旧大堰川）の河川舟運を開発したといわれている。・85）86）7〉
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⑦四国地方
　四国地方において、吉野川の河川舟運では平田舟や、平田舟と同じ形式である小舟のエンカ
ン、エンカンよりも舳先が二岐の角状になっていてその岐の間に擢を差し込んで漕ぐという特
徴を持つイクイナなどが利用され、主に上流でエンカンやイクイナが利用されていた。また吉
野川にはカンドリ舟（揖取船）と呼ばれる川魚漁に利用される川舟もあった。四万十川の河川
舟運では高瀬舟などが利用され、主に中流では高瀬舟が利用されていた。仁淀川の河川舟運で
は高瀬舟や鵜飼舟、人も乗せていた乗匠舟などが利用されていた。88）90）
⑧九州地方
　九州地方において、筑後川の河川舟運では、平田舟などが利用されていた。球磨川の河川舟
運では、平田舟などが利用されていた。遠賀川の河川舟運では、平田舟などが利用されていた。
91）92）93）（表4－3－5）
表4－3－5　河川別の主に利用された川舟
地方名 河川名 舟名
東北
北上川 平田舟、小繰舟
最上川 平田舟、小鵜飼舟
阿武隈川 平田舟、高瀬舟、小鵜飼舟
関東
利根川 平田舟、高瀬舟、小鵜飼舟
荒川 平田舟、高瀬舟
那珂川 胴高舟、小鵜飼舟
北陸
信濃川 平田舟、胴高舟
阿賀野川 平田舟
神通川 平田舟、いくり舟
中部
木曽川 平田舟、鵜飼舟
天竜川 鵜飼舟
富士川 平田舟、高瀬舟、笹舟、
近畿
淀川 過書舟、上荷舟、茶舟、剣先舟
熊野川 平田舟、団平船
由良川 高瀬舟
中国
江の川 高瀬舟、軽枯舟
高梁川 高瀬舟
吉井川 高瀬舟
四国
吉野川 平田舟、エンカン、イクイナ
四万十川 高瀬舟
仁淀川 高瀬舟、鵜飼舟
九州
筑後川 平田舟
球磨川 平田舟
遠賀川 平田舟
（注）本表の川舟は河川舟運に利用された主な川舟である。
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（2）川幅や水深による運航方法
　河川は一般的には上流になるにつれ、川幅が狭くなり、水深も低くなる。そのため、川舟の
大きさを大舟・小舟の視点から考えると、大舟で航行のとき、川幅が狭くなったり、水深が浅
くなるなど理由で航行不可能になることもある。よって河口部から上流部まで輸送するときに
は、輸送物資を大舟から小舟の間で積み替えを行う必要がある。また、その逆もある。
　このため、同一河川においても、複数の川舟が利用されていた。例えば、最上川の河川舟運
では、下流では平田舟が航行できたが、上流においては平田舟では難所を航行できず、小鵜飼
舟を利用していた。このとき、平田舟から小鵜飼舟の輸送物資の積み替えのための交通結節点
として大石田河岸などがあった。93）
　また、輸送物資の荷傷みや荷崩れを避けるため、積み替えの回数が少なくすむように、その
河川舟運における輸送物資の輸送量と川舟の大きさが考慮されていたと考えられる。
（3）風や人力による運航方法
　川舟が河川を遡上するときは河流に逆らってこうこうするため、順風のときには川舟に帆柱
を立てて木綿の帆を張り、風を利用して河川を遡上した。また逆風のときは、河川沿岸の土手
より長い綱で、川舟を引いて航行させる曳舟が行われた。94）（図4－3－8、図4－3－9）
図4－3－8　帆を張った川舟104）
円鹸高
騰嚢讐靴欝驚ぎ
　図4－3－9　曳舟により航行する川舟105）
（4）積み替えや分載による運航方法
　大舟だけでの輸送が困難な場合には、艀と呼ばれる小舟を利用することがあり、この場合、
2つの方法がある。　1つは大舟が河川の浅瀬によって航行できなくなったとき、大舟に積ん
である輸送物資を何艘か小舟に分載するものである。これにより一時的に大舟の喫水を浅くし．
大舟は浅瀬を航行することができた。そして浅瀬を航行後に大舟に輸送物資を積み戻した。95）
　もう1っは、河川沿岸の河岸に大舟が近づけない場合、小舟が大舟と河岸の間を往復して荷
を荷降ろすものである。
75
4－4　本章のまとめ
　本章は、江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴と、川舟の種類と運航方法を明らかにすること
を目的とし、江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴を明らかにするため、下りと上りの視点から
みた輸送物資と、品目特性からみた輸送物資を明らかにしたうえで、輸送物資別の輸送形式の分類
とその標準化について述べ、河川舟運による輸送物資の多様化について述べた。これにより、江戸
期の河川舟運による輸送物資は下りの輸送物資には原材料が多く、上りの輸送物資には加工された
製品が多いことや、品目特性からみたとき常温で一度に大量に運ぶことができ、長期保存もできる
輸送物資が多いこと、輸送形式は米では1俵当たり60kgや酒では4斗樽などに標準化されていた
ことが分かった。
　また、江戸期の河川舟運における川舟の種類と運航方法を明らかにするため、江戸期の輸送機関
について明らかにしたうえで、川舟の輸送効率と形式について述べ、川舟の河流などの特長による
川舟の運航方法を明らかにした。これにより、川舟が河川別に川舟の種類や運航方法が異なってい
たことが分かった。
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第5章　江戸期の河川舟運における河岸の物流機能と立地場所の分類
5－1　本章の目的と手順
5－1－1　本章の目的
　第4章では、江戸期の河川舟運による輸送物資の特徴を明らかにするため、河川舟運による
輸送物資を下りと上りの視点、品目特性、輸送形式、多様化についてあきらかにした。また、川
舟の種類と運航方法を明らかにするため、江戸期の輸送機関と川舟の輸送効率と形式、河川の特
徴による川舟の運航方法を明らかにした。以上より、本章では以下のように考える。
　江戸期の河川舟運における河岸の物流機能は、河岸の立地場所によって異なると考えられる。
これは、利根川の河川舟運における河岸を例にすると、上流の倉賀野河岸と河口の銚子河岸では、
倉賀野は街道との交通結節点でもあるため宿場の機能も持ち、銚子河岸は廻船航路との交通結節
点でもあるため湊の機能を持っていた。
　よって本章では、江戸期の河川舟運における河岸の物流機能を明らかにし、河岸の立地場所を
分類することを目的とする。
5－1－2　本章の手順
　本章は、江戸期の河川舟運における河岸の物流機能を明らかにし、河岸の立地場所を分類する
ことを目的とし、以下の手順を行う。
　第一に、江戸期の河川舟運における河岸の物流機能を明らかにするため、江戸期における物
流施設と物流事業者、江戸期の河川舟運における物流施設、そして江戸期の河川舟運における河
岸の物流機能を明らかにする。　（5－2）
　第二に、河岸は、輸送物資の積み降ろしを行う物流施設であったため、河川舟運の交通結節点
であった。しかし、河岸の立地場所は、河川の川幅や水深、街道などとの位置関係により異なっ
ていた。よって、江戸期の河川舟運における河岸の立地場所の分類をするため、河岸の立地場所
の分類の考え方を整理し、典型的な例として利根川の河川舟運における河岸の立地場所の分類を
行う。　（5－3）　（図5－1－1）
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5－2　江戸期の河川舟運における河岸の物流機能
5－2－1　江戸期における物流施設と物流事業者
（1）江戸期における物流施設
　江戸期の物資輸送における輸送手段は、陸・河川・海の視点から分類することができる。輸
送手段別の主な物流施設には、陸では街道筋に宿場があり、河川では川筋に河岸や蔵があり、
海では沿岸域に湊や蔵があった。1）
　宿場とは、馬方や伝馬の継立地であり宿泊施設のある場所であった。一般的に宿駅とも称さ
れ、江戸期では宿場と称され、江戸期以前や明治期以降では宿駅と称されていた。このとき、
伝馬とは、江戸幕府によって整備された物資輸送のための馬で、街道の宿場ごとに一定数常備
され、宿場ごとに別の伝馬に輸送物資を積み替えていた。2）
　宿場は、5街道や脇往還に設置され、寛永12年（1635）の参勤交代制度の確立により、輸
送物資を馬に載せて駄賃をもらう駄賃稼ぎや、諸大名などが宿所した本陣、本陣の予備であっ
た脇本陣や一般庶民の宿泊施設であった旅籠屋などが整備された。これにより、陸路による人
の交通が盛んになり、参勤交代による陸上の物資輸送の制限と伴い、人には陸の交通路を利用
し、輸送物資には河川や海などの水の交通路を利用するようになった。（図5－2－1）
　河岸とは、河川沿岸にある輸送物資や人の上げ降ろしをする物流施設である。河岸の使用権
は地続きの者にあるのが慣例であり、江戸では天保7年（1836）に河岸地冥加金が定められて
いたが、大阪ではこれよりは早く保暦7年（1757）に）浜地冥加金が定められており、天保改
革時の諸冥加金廃止の中でも河岸地代の名目で微収が続いた。江戸など市中の河岸の取締りは
町奉行所の直接支配だった。（写真5－2－1）3）
　湊は、海岸などの船着場で、現在の港湾と同じ役割を持ち、江戸期においては河川舟運や陸
上輸送による輸送物資が集散する物資輸送の一大拠点であった。そのため、政治・経済の中心
として都市的要素を河岸や宿場よりも備えていた。（写真5－2－2）
　蔵は、輸送物資の貯蔵や保管をした物流施設で、主に河岸や湊に設置されていた。それは宿
場では主に輸送物資の積み替えが中心で、輸送物資の貯蔵や長期間の保管はしなかったためで
ある。4）
表5－2－1　江戸期の物流施設
陸
海
物流施設
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謙髪
図5－2－1　東海道沿いの大津の宿場20）
写真5－2－1　北上川の黒沢尻河岸（北上市立博物館蔵）
写真5－2－2大坂の湊《なにわの海の時空館蔵）
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（2）江戸期における物流事業者
　江戸期の物流事業者には、例えば陸では街道筋の宿場に伝馬問屋があり、河川では川筋の河
岸に河岸問屋があり、海では沿岸域の湊に廻船問屋があった。これらの問屋は主に流通機能に
関する業務や、商取引機能も取り扱っていた。
　伝馬問屋とは、宿場にあり、伝馬による輸送物資や旅客の継立や御用旅宿等の管理業務を行
う宿役人であった。その業務場所を問屋場と称し、また問屋会所・人馬会所などといった。一
般的に伝馬問屋は各宿場に1名であったが、複数の場合には、月のうちで輪番を勤めた。その
ほか飛脚問屋と呼ばれる問屋もあった。5）
　河岸問屋とは、河岸にあり、主に川舟同士や馬や廻船などの他輸送機関との輸送物資や旅客
を取り扱う問屋であった。また、輸送物資の買い集めを行ったり、卸売りをするほか、川舟の
船主と荷主との取次ぎ仲介業も兼ね、諸輸送物資の保管や輸送の請負いや、旅客のための川舟
の仕立てや斡旋も行い、その業態は多様であった。6）
　廻船問屋とは、湊にあり、弁財船や菱垣廻船などの廻船による輸送物資の取り扱いの管理を
行う問屋であった。菱垣廻船や樽廻船のような運賃積を中心とする廻船では荷主・船主の取次
業務が主で、北前船などのように買積を中心とする廻船では委託販売の斡旋や、相場情報の提
供など様々な機能を受け持った。（表5－2－2）
　また江戸・大阪間の輸送物資の流通において、江戸では元禄7年（1694）に十組問屋が作ら
れ、大阪では十組間屋より天明4年（1784）には二十四組問屋になった。しかし江戸地廻り品
を中心とした新興商人の台頭により流通統制が維持できなくなり、十組問屋と二十四組問屋は
1841年に解散した。7）
　　　　　　　　　　表5－2－2　江戸期の物流施設と物流事業者
　　　　　　　　　　　　　　　　物流施設
　　　　　　　　　　　　　　陸
穆み
賜渇
霧
餅
図5－2－2　東海道の庄野宿の伝馬問屋21）
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5－2－2　江戸期の河川舟運における物流施設
（1）河岸
1）本研究における河岸の定義
　「河岸」という言葉は、国語辞典によると、以下の意味がある。
①人や荷物を舟からあげおろしする、川の岸。
②川岸にたつ市場。特に、魚市場。
　また、船をつなぐために水中に立てる杭などの意の「カシ」から出たともいわれている。
　①の河岸は、市場や単なる場所を示すのではなく、河川沿岸にある輸送物資や人のあげおろ
しをする「川の港」という意味に考えられる。②の河岸は、代表的な市場の河岸に魚河岸があ
るが、商取引機能を行っている「川の港」と考えられる。ただし、この市場としての河岸は現
在の卸売市場ではなく、最終消費者が購入できる市場である。
　また、「河岸」の似た言葉で「河岸地」や「河岸場」などがあり、これらは船着場や荷揚げ
場を意味する。また、河岸問屋や蔵を含め、その他の宿泊施設などの諸機能を持った集落とし
ての意味でも「河岸」という言葉は利用されていた。8）
　よって本研究において、物資輸送に着目して、河岸とは川舟への輸送物資の積み降ろしをす
る場所と定義する。
　また、本研究における河岸を現在の物流施設に対応させると、駅や港に相当したり、流通セ
ンターに相当する。
2）河川別の「河岸』の名称
　河岸は、河川舟運における物資輸送のための荷揚場であり、川舟の拠点でもある。河川舟運
が行われる河川の沿岸において、河岸の設置は必要不可欠であった。しかし、「河岸」、という
名称は必ずしも同一ではなかった。
　例えば、信濃川では河岸のことを「河戸」と称し、木曽川や長良川、揖斐川の木曽三川では
「湊」と称し、淀川や大阪市内では「浜j、遠賀川では「船場」と称していた。しかし、北上
川や利根川などの東北・関東の諸河川や、中国地方の高梁川、四国地方の吉野川、九州地方の
筑後川などでは、河川舟運における物資輸送のための荷揚場を「河岸」と称していた。9）
表5－2－3　河岸名別の主な河川
河川名
河岸 北上川・利根川・高梁川・吉野川・筑後川
河戸 信濃川
湊 木曽川・長良川・揖斐川
浜 淀川
船場 遠賀川
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3）江戸市街における河岸
①河岸と物揚場
　河岸とは、川舟への輸送物資の積み降ろしなどを行う物流施設である。　このとき、物流機
能からみたとき河岸と同じような役割の物流施設で物揚場がある。
　この河岸と物揚場の利用は主に江戸市街で行われた。江戸市街における河岸は、そもそも物
資輸送のために河川や運河、水路などの水際にある輸送物資の積み降ろしを行うための場所で
あるが、次第にその場所で商取引が行われるようになり、最終的には市場になった。ただし、
この市場としての河岸は現在の卸売市場（しじょう）ではなく、最終消費者が購入できる市場
（いちば）である。そこには魚河岸や米河岸などのように取引の輸送物資を示す河岸もあった。
　物揚場とは、物流機能の視点からみれば江戸市街における河岸と同じであるが、この河岸が
町人専用であるのに対し、物揚場は武家専用である。つまり、江戸市街における河岸は消費者
用の市場で、物揚場は専用ターミナルに相当した。（表5－2－3、写真5－2－3）
　この河岸と物揚場の区別が用いられたのは、江戸市街の中に武家地と町地が混同していたた
めの、特例としての表現であった。10）
表5－2－3　河岸と物揚場の物流機能
　　　　　　　　　　　　特徴
物揚場 荷捌き場
臨　塚　　　　　　　　茎卜　　　　　　　　駅　　　　　　団
　　　お　　　　　　　　　　　　　　ゑ　　　　・響雛肇　蒙．
　　　　　　　　　　　　、諄
灘
写真5－2－3　物揚場（なにわの海の時空館）
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②江戸市街における河岸の行政
　江戸市街における河岸の地主は、現在の地方税に相当する「小間割」と呼ばれる公役を課せ
られていた。河川や運河、水路などに面した地所の小間割は、一般の町中の小間割に対して高
率な税が課せられていた。その理由は図5－2－3のようにその地所の間口に等しい長さの河
岸地の使用権が認められていたからである。江戸の河岸問屋や廻船問屋は、図5－2－3のよ
うに、河岸に面して軒を並べていた。江戸期の地図をみると、多くの河岸地は、道路と区別さ
れるものと、区別されないものがあったことがわかる。しかし、実際には図5－2－3（B）
の断面図のように地所の軒先から公道を含め、河岸の水際まで自由に使用することができた。
そのため、一般の小間割に比べて割高の税率ががけられていた。
　また、現在の警視庁交通部にあたるものとして、町奉行所の職制の中に「川海掛」がある。
これは河川舟運などの水上交通についての諸行政を行うもので、主要な目的には、航路の保持
であり、ゴミ処理がからむ水路の確保や、水上交通の整理にあたった。
　河岸地に陸揚げされた輸送物資を積み上げたとき、規定の高さ以内に積まれているかを監視
する役割である、「高積見廻り」掛も常置されていた。主に防火一延焼・飛火防止に対する配
慮という品質管理の機能を持ち、河岸利用者を規制する役目でもあった。n）
「li
A地　主 B地主 　マ　　　D　　地
」」」一
（A〉平面図
　　　　狭い意味の「河岸」
　　　　震災復興期の河川改修の目的は、この場所を私
　　　　有地と薩結する倉庫地帯にすることにあった。
　　　　したがって④と④聞の公道も廃止されていった・舟
⑪　　　　　　　　　　　　　　　　着
　図5－2－3　河岸地の平面図と断面図22）
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4）江戸市街における河岸の名称
　江戸市街における河岸の名称は、6つに分類することができる。その特徴とは、①商品名、
②地名、③人物名、④位置、⑤集落の移転先、⑥先住系である。
　①商品名による河岸の名称には、日本橋の魚河岸や、米河岸・塩河岸・鰹河岸・桐河岸・竹
河岸・薪河岸などという商品名が河岸の名称に付けられていた。これは主に荷降ろされる輸送
物資名に由来するもので、江戸市街では品目によって荷降ろす河岸を考慮していたことが分か
る。
　つまり土の道と水の道による人と物の交通の分離から、商品によって河岸の機能の分担が行
われていたと考えられる。これは品目数や商品の取扱量が多ければ、それだけ物流施設の規模
は大きくなるのと同じである。これにより、江戸市街において江戸の人口増加に伴い輸送物資
の取扱量が増え、商品により河岸の立地や配置を考慮していたことが分かる。
　②地名による河岸の名称には、行き先の地名を付けた河岸などがあった。例えば、行徳河岸
や木更津河岸（四日市河岸）などである。
　行徳河岸は、下総の行徳への発着所であった。また、木更津河岸は、上総の木更津湊への出
船所であった。このようにその河岸と密接な関係にある地名による名称があった。
　③人物名による河岸の名称には、例えば、将監河岸がある。将監河岸は、現在の中央区新川
1丁目にあり、亀島川の河口に位置し、江戸期成立頃における江戸湊建設期の湊口の警備隊長
であった向井将監の名称より名付けられた河岸である。
　④位置による河岸の名称には、例えば湊河岸がある。湊河岸は、将監河岸の対岸である亀島
川の河口に位置し、湊としての位置を示したものの名残によりこの名称が付けられた河岸であ
る。
　⑤集落の移転先による河岸の名称には、例えば、四日市河岸や小舟河岸、目比谷河岸などが
ある。これらの河岸は、かつて日比谷入江に面した集落の移転先を示すものである。
　⑥先住系による河岸の名称には、例えば、兜河岸や鎧河岸などがある。これらの河岸は、源
氏ゆかりによる名づけられた。12）13）
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（2）蔵
　本研究において蔵とは、輸送物資の貯蔵や保管を行う物流施設である。
　蔵には、御蔵や河岸蔵、蔵屋敷などがあった。また、米蔵や酒蔵、藍蔵など保管される輸送
物資によって名称が異なったりした。（写真5－2－4、写真5－2－5）
　また蔵には、幕府や諸藩によるものや、問屋などの町人によるものなどがあった。
1）御蔵
　御蔵とは、幕府や諸藩の年貢米や城米などの輸送物資を収納し、それを市場販売・換金や、
家臣へ俸禄として普及するなど、年貢物を保管・貯蔵する倉庫である。（図5－2－5）
　幕府の御蔵は、江戸・大坂・二条（京都）・長崎・大津・駿府など各地に設けられていた。
江戸の御蔵も浅草（蔵前）のほか、北ノ丸・代官町・大手外・和田蔵・谷蔵・維子橋・鉄砲州・
竹橋・浜などにも幕府の御米蔵があったが、竹橋・浜を除いて元禄年間までに解体され、かわ
って享保9年（1734）本所御蔵が設けられた。本所御蔵は竹材倉庫の跡地に建てられたため、
御竹蔵とも呼ばれていた。14）
　また、諸藩の御蔵は城内や河岸に設置され、そのほか米の保管施設として、最上川の酒田で
は河村瑞賢により設置された別名瑞賢蔵と呼ばれる米の積み出しのための御米置場あった。15）
2）河岸蔵
　河岸蔵とは、河岸地（図5－2－3参照）に設置された蔵である。主に江戸市街において設
置されていた蔵である。
　川舟から河岸蔵への輸送物資の荷役方法には、河岸蔵やその近辺に設置された桟橋より輸送
物資を搬送する方法などがあった。16）（写真5－2－6）
3）蔵屋敷
　蔵屋敷とは、江戸期において幕府や諸藩が、農民から年貢として徴収された蔵物の販売のた
め、大坂や江戸などの主要な流通拠点に設置された蔵付きの屋敷である。（写真5－2－7）
　蔵屋敷は、幕府や藩方」から派遣された蔵元（当初は幕府・藩側の役人、のちに商人が請負）、
留守居役、掛屋などで構成されていた。本来の機能は入札による蔵米・蔵物の売却であったが、
蔵米の売約手形たる米切手の発行、有力商人への大名貸の申し込み（御頼談）など、藩財政を
支える金融・資金調達機関としての性格を強めた。蔵屋敷が集中した大坂では、慶長期に始ま
り、延宝期に80～90余、天保期に120余あり、中之島を中心に堂島・天満など淀川沿岸に置
かれた。17）（写真5－2－8）
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（3）その他の物流施設
　河岸と蔵以外には、舟入堀や舟廻し、浜などがある。
　舟入堀とは、輸送物資の積み込みや荷降ろしを円滑に行うための川舟専用の専用ターミナル
の機能を持っていた。（写真5－2－9）
　舟廻しとは、川舟の方向転換を行うための場所であった。
　浜とは、川舟を桟橋に接岸で荷役を行うのではなく、直接川岸に接岸させて荷役を行う荷揚
場であった。18）
写真5－2－8　舟入堀跡（京都＝高瀬川）
毛講シ
写真5－2－9　舟入堀の位置（京都：高瀬川）
93
5－2－3　河岸の物流機能
　本研究における河岸とは、川舟への輸送物資の積み降ろしを行う場所である。
　このとき、河岸の物流機能の分類を試みると、①配送、②保管、③荷捌き（荷役機能1積み
込みや荷降ろし）の3つである。
　河岸を構成する物流施設には、舟付場、荷揚場、河岸問屋、蔵屋敷、市場などがあり、これ
らのうち一つでも河岸と呼ばれていたが、複数の施設が集積しているときも河岸と呼ばれてい
た。例えば、河岸問屋や蔵屋敷のない市場としての河岸も存在した。（表5－2－4）
　また、目本橋の魚河岸のような市場としての河岸や、輸送物資を一時保管するための広い空
き地としての河岸や、河岸に寺や神社：などがある河岸も存在した。（図5－2－6、図5－2
－7）
　河岸の中には、輸送物資の販売も行う河岸問屋もあったので、このような河岸は、商取引機
能を備えた流通センターであると考えることができる。輸送物資の販売を行うのは主に河岸問
屋や蔵屋敷、市場であった。
　　表5－2－4　河岸と蔵の物流機能と特徴
物流施設　　　　　　物流機能　　　　　　施設の特徴
御蔵
写真5－2－10　河岸蔵での荷役活動の様子（東京みなと館）
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5－3　江戸期の河川舟運における河岸の立地場所の分類
5－3－1　河岸の立地分類の考え方
（1）運航の条件1川舟の遡行終点や中継地点
　河川舟運には、川舟の遡行終点や、川舟の中継地点に位置する河岸があった。
　遡行終点とは、河川の川幅が狭くなったり、水深が浅くなることで、川舟が運行できなくな
る地点である。例えば、利根川の河川舟運における遡行終点河岸には、倉賀野河岸などがあり、
信越などへの物資輸送が盛んであった。
　また、川舟の中継地点とは、川幅や水深が急激に変化する場所で、ここを境に大型の川舟と
小型の川舟を使い分けた地点である。この河岸は、この地点で大舟から小舟への積み替えのた
めに、成立した河岸である。例えば、最上川の大石田河岸などがあり、大型の川舟と小型の川
舟との輸送物資の積み替えの拠点となっていた。
（2）河川の条件：河川の合流地点や分流地点
　河川舟運には、河川が各支川と合流したり、派川と分流する地点に位置する河岸があった。
　合流地点の河岸では、他の河川から運ばれてきた下り輸送物資を、小舟から大舟へと積み替
え、そこから河口の河岸へまとめて運んでいた。また、河口の河川から運ばれてきた上り輸送
物資を、大舟から小舟へと積み替えて2つの河川の上流の河岸へと運んでいた。
　分流地点の河岸では、河口へ流れない河川側の河岸への物資輸送があれば、大舟から小舟へ
と積み替えられ、運ばれていた。また、例えば、遠賀川の河川舟運において、河口が芦屋方面
のみのときは、芦屋河岸への物資輸送が盛んであったが、宝暦12年（1762）の遠賀川と洞海
湾を結ぶ吉川堀川の開削により、遠賀川が分流すると、芦屋河岸への物資輸送量の減少により、
芦屋河岸は衰退した。つまり輸送物資の目的地が同じとき、物資輸送に適した河川を利用した
と考えられる。（図5－3－1）19）
　　中舟遡行　　　　　　　　　　大舟遡行
　　　限界　　　　　　　　　　　　　限界
　　「一訓一「　』’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　一一．
　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　I　へ霧
　　　作業内容
◎二河岸
（大舟）
O：河岸
（中舟）
●：河岸
（小舟）
積み込み
積み替え
荷降ろし
積み込み
積み替え
荷降ろし
積み込み
荷降ろし
色響県 　　　　　　　も 母色
積込み 積替え 荷降ろし
図5－3－1　遡行終点や合流点などの河岸の概念図
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（3）交通結節点の条件：街道や廻船航路との結節点
　河川舟運には、河川と他の主要な交通路である街道や廻船航路の交通結節点に位置する河岸
があった。
　つまり街道と河川との結節点にある河岸は宿場であり、また廻船航路との結節点にある河岸
は、河岸とは呼ばずに湊と呼ばれることが多かった。これらの結節点に位置する河岸は、他の
輸送手段との積み替え拠点でもあった。
（4）都市の条件＝城下町や門前町、宿場町などの中心部と郊外部
　河川舟運には、城下町や門前町、宿場町にある河岸は、町の中心から離れた場所の河岸もあ
れば、中心部に近い場所の河岸もあった。宿場町の河岸は、街道と河川との結節点に位置する
ことが多い。城下町の河岸は、城の堀に接しても受けられていることが多いが、一部の城下町
では町の中心部から離れて設けられている河岸もあった。この場合は、河岸から城まで陸路で
輸送物資が輸送された。
　また、城下町には商人町があって、商売などの商取引活動が行われていた。そのため河岸が
城下町から遠い場合には、町の中心部での商売と街の郊外の物流が、別個に行われていたこと
もある。
　これを現代に当てはめると、都心の商業施設と郊外部の物流施設がそれぞれ独立して立地し
ていたことに対応する。
（5〉その他の条件
　河岸は輸送物資の積み降ろしに代表される物流施設であるが、物資輸送に関係なくとも、物
流施設用の河岸と類似した形状を持つ施設をあえて河岸と呼んだ場合もあった。
　例えば、神社仏閣への参詣客の川舟の乗り降りするための河岸に似た施設があった。また河
岸では輸送物資の積み降ろしをするため、その際に輸送物資の確認をするために関所や番所が
併設された河岸もあった。
　また1日に川舟が遡行できる限界の場所にある河岸には、そのための宿泊施設も設けられる
ことが多かった。（表5－3－1）
　表5－3－1　河岸の立地分類の考え方
条件
その他 神社仏閣や関所、水番所などが設置
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5－3－2　利根川の河川舟運における河岸の立地場所の分類
（1）分類の目的
　河川舟運における河岸は、河川の川幅や水深、街道などとの位置関係により異なる。そのた
め、その条件によって物資輸送が盛んであった河岸や、その逆の河岸もあると考えられる。
　河川舟運に利用された河川のうち、典型的な例として利根川を対象にし、河岸の立地条件を
分類する。このとき、河岸の立地条件とは、先述した河岸の立地分類を参考にする。（5－3
－1参照）
（2）分類の方法
　本項では、利根川の河川舟運に着目して河岸の立地場所の分類を以下の方法で行う。
　第一に、分類対象の河岸は、「目本産業史大系4　関東地方篇」巻末の松村原図に記載され
ている利根川と利根川筋の河川沿岸にある河岸とした。このとき、霞ヶ浦と北浦、印旛は河川
ではなく湖であるため、本研究では対象外とする。よって本分類の対象河川は、利根川筋と鬼
怒川筋、渡良瀬川筋などの河川とする。（図5－3－2、図5－3－3）
　第二に、「角川日本地名大辞典」より、河岸の「所属自治体名」、「江戸期における主な領主」
調査した。（本論文末表1）
　第三に、運航の条件における遡行終点と中継地点の河岸を、文献調査により、記載されてい
た河岸のみを抽出する。
　第四に、合流・分流の条件の河岸を図5－3－2より抽出する。
　第五に、交通結節点の条件を「目本歴史地名大系」より、「街道」と接しているのが明らか
な場合、条件「街道」として抽出する。また、条件「廻船航路」に抽出する河岸は、利根川河
口のr銚子」と「本銚子」のみとする。
　第六に、都市の条件を、「日本歴史地名大系」より、「宿場」「城下町」と接していることが
明らかとなっている河岸を条件「中心部」、また接していないが、それらの輸送物資の川舟へ
の積み降ろし拠点となっている河岸は条件「郊外部」として抽出する。
　第七に、「神社仏閣」が記されていた場合、条件「神社仏閣」として抽出、関所や番所が記
されていた場合は、条件「関所・番所」として抽出する。
　以上より、抽出した河岸は264河岸であった。不足の部分は多々あるが、これらより利根川
の河川舟運における河岸の立地分類を行う。（本論文末表H）
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（3）利根川における河岸の立地場所の分類
1）運航の条件
　遡行終点の河岸には、利根川本流では倉賀野河岸、鬼怒川では阿久津河岸、思州では壬生河
岸、渡良瀬川では猿田河岸などがある。しかし、遡行終点の河岸は時期により異なっていた。
それは河川舟運による物資輸送の増加にともない、新しい河岸が設置されたり、河川の洪水な
どによる土砂によって遡行限界点が下流へ下がったためであった。
　例えば巴波川では、承応3年（1654）の利根川大改修工事完了以前の慶安4年（1651）で
は、遡行終点の河岸は栃木河岸であったが、元禄年問頃に巴波川の川原の干上がり地を年貢の
生産地としてしまったため、川舟の航行が不可能となり、その頃は部屋河岸が巴波川の遡行終
点の河岸となっていた。その後は河川整備により杭を取り除くなどの航行が可能となり、栃本
河岸が遡行終点となった。（表5－3－2）
　次に、中継地点の河岸には、中瀬河岸や乙女河岸、久保田河岸などがあった。例えば、中瀬
河岸では、この辺りより河流が急になり、大型の高瀬舟では遡行が不可能となっていた。その
ため、艀を利用して大舟の積載量を減らしたりして遡行したが、主に中瀬河岸で小舟へと輸送
物資を積み替えて遡行した。
表5－3－2　遡行終点河岸の変遷
川肋
利根川 渡良瀬川 思川 巴波川 鬼怒川
慶安4年 倉賀野 野田 壬生 栃木 逆木
元禄3年 同上 猿田 同上 部屋 阿久津
安永期 同上 北・南猿田 同上 栃木 同上
2）合流・分流の条件
　合流地点の河岸には、三友河岸や山王堂河岸、栗橋河岸や瀬戸河岸などがあった。例えば、
三友河岸は利根川右岸にあり、利根川と烏川の合流地点にあった。そのため、利根川中流より
遡行してきた川舟から小舟への積み替えのための河岸の一つでもあった。
　次に、分流地点の河岸には、関宿河岸や境河岸などがあった。例えば、境河岸は利根川北岸
に位置した河岸であり、利根川と江戸川の分流地点にあった。このとき、利根川の河川舟運は
多くは江戸川を経由していた。そのため、利根川上流や渡良瀬川、鬼怒川や銚子方面からの輸
送物資の集散地でもあり、利根川の河川舟運における一大物流拠点でもあった。
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3）交通結節点の条件
　街道との交通結節点の河岸には、倉賀野河岸や乙女河岸などがあった。例えば、乙女河岸は
思川左岸に位置した河岸であり、目光街道との交通結節点であった。そのため、目光街道より
馬などによって運ばれた輸送物資が、乙女河岸において川舟へと積み込まれ、江戸などへ運ば
れた。また、その逆もあった。そのため、乙女河岸は多くの輸送物資が集散された。
　次に、廻船航路との交通結節点の河岸には銚子河岸などがある。銚子河岸は主に銚子湊と呼
ばれ、東廻り航路により運ばれてきた年貢による米などの輸送物資が、利根川を経由して江戸
へ運ばれた。そのため銚子河岸では廻船と川舟の輸送物資の積み替え拠点であった。
4）都市の条件
　都市中心部の河岸には、伊勢崎河岸や関宿河岸などがあった。例えば、伊勢崎河岸は、伊勢
崎城下と接し、広瀬川左岸に位置し、川舟から伊勢崎藩の城米や城下町への輸送物資の積み降
ろしに多く利用された。
　次に、都市交外部の河岸には、倉賀野河岸や境河岸などがあった。例えば、倉賀野河岸は利
根川の河川舟運の遡行終点の河岸で、烏川左岸に位置し、目光例幣使街道の起点としての交通
結節点でもあり、利根川の河川舟運においてもっとも重要な河岸の一つであった。倉賀野河岸
は、高崎城下にて生産された生糸などの輸送物資を、目光例幣使街道を利用して川舟に積み込
んで江戸などへ運ばれていた。またその逆もあった。そのため、倉賀野河岸は高崎城下と江戸
との物資輸送の要地だった。
5〉その他の条件
　神社仏閣などへの参詣を中心とした河岸に、津宮河岸や安食河岸などがあった。例えば、津
宮河岸は利根川右岸に位置し、津宮河岸は別名鳥居河岸とも呼ばれていた。その理由に、津宮
河岸は香取神宮への参詣道と連結し、舟付場に鳥居が立っていた。そのため津宮河岸は、物資
輸送のための河岸ではなく、主に参詣のための人の乗り降りに利用された河岸であった。
　次に、宿泊施設などが中心の河岸に、例えば小堀河岸などがある。小堀河岸は利根川の河川
舟運において、銚子から遡行して1目の場所でもあるため、各藩のための宿である「御穀宿」
や、商人船のための「船宿」が集中し、境河岸などの利根川下流沿岸の河岸にみられる積み降
ろしの機能はなかった。
　次に、水番所や関所があった河岸に、五料河岸や栗橋河岸、関宿河岸などがあった。例えば、
栗橋河岸は、利根川右岸に位置し、日光街道の栗橋宿に栗橋関所が設置されていた。また、関
宿河岸には、水番所ともいわれた関宿関所が設置され、川舟や旅人などの「入鉄砲、出女jに
ついて厳しく取り締まった。このとき、河川舟運による輸送物資の取締りである荷物改めと呼
ばれた作業は、利根川を経て江戸へ運ばれるすべての輸送物資を取り扱っ』 ため、数目間を要
した。そのため、関宿河岸周辺の河岸などには宿泊施設としての宿屋や河岸問屋などが設置さ
れ、関宿河岸を中心に都市が発展した。
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5－4　本章のまとめ
　本章は、江戸期の河川舟運における河岸の物流機能を明らかにし、河岸の立地場所を分類す
ることを目的とし、江戸期の河川舟運における河岸の物流機能を明らかにするため、江戸期に
おける物流施設と物流事業者、江戸期の河川舟運における物流施設、そして江戸期の河川舟運
における河岸の物流機能を明らかにした。これにより、物流事業者は、各交通手段にあること
や、河岸には様々な機能を持った河岸が存在することが分かった。
　また、江戸期の河川舟運における河岸の立地場所の分類をするため、河岸の立地場所の分類
の考え方を整理し、典型的な例として利根川の河川舟運における河岸の立地場所の分類を行っ
た。これにより、物資輸送が盛んであった河岸ほど多くの立地場所の要素を含んでいたことが
分かった。例えば、倉賀野河岸や関宿河岸である。倉賀野河岸は遡行終点でもあり、街道との
交通結節点で、城下町との郊外部にも位置した。関宿河岸は、中継地点であり、分流地点でも
あり、城下町と接し、街道との交通結節点でもあり、関所があった。
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第6章江戸期か現代における河岸の変遷と江戸の都市計画
6－1　本章の目的と手順
6－1－1　本章の目的
　第5章では、江戸期の河川舟運における河岸の物流機能を明らかにするため、江戸期におけ
る物流施設と物流事業者、江戸期の河川舟運における物流施設、そして江戸期の河川舟運におけ
る河岸の物流機能を明らかにした。また、江戸期の河川舟運における河岸の立地場所の分類をす
るため、河岸の立地場所の分類の考え方を整理し、典型的な例として利根川の河川舟運における
河岸の立地場所の分類を行った。以上より、本章では以下のように考える。
　第一に、江戸期から現代における河岸の変遷には、河岸によって発展や衰退が異なると
考えられ、現代のいては河岸の機能ではなく、別の機能となっていると考えられる。
　第二に、江戸市街に着目したとき、江戸の都市計画が現代の都心（C　B　D）への影響が
あると考えられ、また、ロジスティクスの視点より輸送機関の変遷と河岸の変遷の相互関
係があるのではないかと考えられる。
　よって本章では、江戸期から現代における河岸の変遷と、江戸の都市計画とロジスティ
クスについて明らかにすることを目的とする。
6－1－2　本章の手順
　江戸期から現代における河岸の変遷と、江戸の都市計画とロジスティクスについて明ら
かにすることを目的とし、以下の手順を行う。
　第一に、江戸期から現代における河岸の変遷を明らかにするとき、次の視点から明らか
にする。一つ目に商業中心としての河岸の変遷で、二つ目に物流施設としての河岸の変遷
である。これらより江戸期から現代における河岸の変遷を明らかにする。（6－2）
　第二に、江戸の都市計画と都心について明らかにするために、江戸の都市計画とロジス
ティクスについて明らかにしたうえセ、物流システムの変遷を輸送機関と河岸の変遷から
みて、都心（CBD）の拡大と発展について明らかにする。（6－3）（図6－1－1）
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第6章　江戸期から現代における河岸の変遷と江戸の都市計画
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図6－1－1　第6章の流れ
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6－2　江戸期から現代における河岸の変遷
6－2－1　商業中心としての河岸の変遷
（1）商業中心としての日本橋河岸の概要
　江戸期において、商業中心とした河岸に目本橋河岸がある。
　目本橋とは、東京都中央区に流れる目本橋川に架かる橋の名である。また目本橋には道路示
標があり、幕府が目本橋を基点に五街道を整備して以来、目本全国のキロ程の中心になってい
る。明治5年（1872）道路示標が定められ、明治44年にはルネサンス式の現在の石橋（目本
橋）が竣工したが、昭和33年（1958）年日本橋川の上に高速道路ができた。
　明治図の安針町はイギリス人ウィリアム・アダムス（目本名：三浦按針）の屋敷に由来する。
目本橋川べり（本小田原町・本船町・安針町・長浜町・元四目町〉には魚河岸がひろがり、江
戸時代から関東大震災後築地に移るまで、一時は室町一丁目辺りまでひろがりをもって栄えた。
　目本橋付近は、江戸期から商業の中心地で、現在も老舗や各種問屋街もひろがる。目本橋本
町には大阪の道修町に匹敵する程の薬品問屋街があり、製薬会社の本支社も軒を連ねている。
　商取引につきものの銀行も、兜町に明治6年（1873）第一国立銀行が開業、株式取引の中心
として同11年東京株式取引所（現東京証券取引所）が開設された。三井八郎右衛門が本町一
丁目に開いた三井越後屋は、駿河町（目本橋室町一丁目）に移り、現在の三越百貨店である。
三井の両替店は三井銀行（現三井信託銀行）となり、目比谷移転まで隣接していた。西隣にあ
った目本銀行は、明治29年本石町の金座あと（現在地）に移転した。ほかに高島屋百貨店、
目本橋東急百貨店（旧白木屋）、丸善など老舗が立ち並んでいる。1）
（2）日本橋の由来
　日本橋の名の由来は、慶長8年（1603）、江戸幕府が諸大名に命じて、城東の海浜を埋めて
江戸市街を造り、街道を通したとき初めて架けられた橋で、誰がいうなく「日本橋」ともては
やし、それが通名になったとされている。また、日本国中の人が集まって造ったことや、昔、
木を二本並べただけのr二本橋」だったことからともされている。2）
（3）日本橋河岸
　目本橋の魚河岸の起源は、天正18年（1590）、徳川家康が江戸に入府したときよりはじまる。
このとき、摂津国西成郡佃村（いまの大阪市西淀川区佃町）の名主孫右衛門が、佃および隣村
大和村の漁師三十四名とともに江戸に出てきて、平川村小田原河岸（のちの目本橋本小田原町）
の河岸地を拝領、江戸近辺の河海の漁業に従事する許しを受け、その代償に、徳川家膳所に魚
を納めることになった。その後、漁獲した魚の余りを小田原河岸で、江戸市民に販売したのが、
目本橋魚河岸のはじまりであり、遠近の浦（漁場）から、魚の集まりが多くなるにつれ、各地
の魚商が集まり、市場へと至ったという。つまり、摂津国西成郡佃村の名主孫右衛門が、魚河
岸の始祖であったとされる。（図6－2－1）3〉
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（5）現在の日本橋
　日本橋、銀座が新しい日本の首都の中心街として栄えるようになり、魚類の鉄道輸送の関係
と、河岸の狭さから移転問題が起こり、大正12年（1923）年の関東大震災での焼失を機に、
同じ区内の築地に移された。（表6－2－1）
　現在の目本橋と江戸橋との間には、魚河岸というものはなく、昔、魚河岸だった一帯にも、
海産物関係の店も数えるほどしかない。
　例えば、かつお節のにんべん、はんぺんの神茂、山本海苔店などいくつかあるが、創業年度
は、魚河岸発祥と同じ頃というものばかりではなかった。
　目本橋の位置で示した範囲で、水産関係の老舗は、主に9店舗であり、その他には寿司屋が
いくつかあり、水産・海産関係の店はほとんど見受けられず、日本橋が魚河岸があったとは、
現在の光景からはみられない。また、日本橋と江戸橋の間の川沿いには、船が着くような所も
なく、ビルが建ち並んでいるだけである。（図6－2－3）4〉
表6－2－1　日本橋の水産関係の老舗
店舗名 創業年（年） 内容
かつお節問屋・中弥商店 一 魚河岸の頃から営業
貝新 慶長元年（1596）伊勢・桑名を発祥の地とし、日本橋で創業
神蔑 元禄元年（1687）神崎屋長兵衛が本小田原町にてはんぺんの売より創業
かつお節のにんべん 元禄12年（1699）初代高津伊兵衛が鰹節をはじめ、乾物類の売を日本橋小舟町にて創業
八木長本店 元文2年（1737）徳川吉宗の頃に鰹節の商売より創業
山本海苔店 嘉永2年（1849） 一
山安海苔店 安政2年（1856） 一
鮒佐 文久2年（1862）
初代鮒佐佐吉が、佃島の両氏の雑魚を塩煮
したことを参考に、江戸湾内の豊富な魚介
を醤油で煮込んだのがはじまり
かつお節・大和屋 一 ｝
　　灘鞭鋤繍勲熱締講鐡蕪難難、曝舞灘麟鞠榔媚顯馨鱗鰐欝攣鱗憂鱗一伽擬顯羅繍隣響罐嚇畢些織繋轍蝋騨ド
図6－2－3　大正初期の日本橋河岸15）
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（6）日本橋の問屋街
　日本橋には多くの問屋、商店が一つの集団として地域的なまとまりをもっている。この地域
的分布は、江戸時代の幕府の商業統制のなごりであった。
1）本町薬種問屋
　目本橋本町には三共、第一製薬、中外製薬などの薬種問屋街が軒を連ねている。ここは大阪
にある道修町薬種問屋にならぶ、伝統的な薬種問屋街である。
明治17年（1884）、東京薬種問屋組合結成当時の問屋数は62軒であったが、そのうち57軒
が本町に軒を連ねていた。はじめは漢方薬を扱っていたが、しだいに輸入薬品の取引もふえて
いった。
2）横山町、馬喰町問屋街
　横山町、馬喰町は雑貨問屋街、旅館が多い町である。
　目本橋横山町、馬喰町の問屋街は他の問屋街は、江戸後期から明治にかけて急速に増加し、
嘉永4年（1851）年にはすでに132軒の問屋があった。
　この地が目本橋有数の問屋街になった原因として、①目本橋という繁栄地に隣接していたこ
と②奥州街道筋にあたり、北の関門として交通が至便であったこと③馬喰町は旅館街であり、
地方からの仕入れ客の滞在に便利であったこと④隅田川の水運の便があったこと⑤問屋製品
の下請け機関のである手工業者の集住する江東地区に近いこと⑥のれん分けにより新規開店
するものの、他地域からの流入が多かったことなどがあげられる。
3）新川酒問屋
　新川酒問屋は、江戸時代の江戸十組問屋のひとつで、下り酒問屋のことである。下り酒問屋
の大部分が霊岸島の掘割新川にあったことから新川酒問屋と呼ばれた。新川とは目本橋川の末
流である新堀川と平行して、亀島川からはいり墨田川へ落ち込む堀割のことで、現在の日本橋
茅場町一丁目、新川一・二丁目、霊岸島二・三丁目の地域であるが、1948（昭和23）年
戦災の瓦礫で埋め立てられた。
　嘉永4年（1851）問屋再興当時の下り酒問屋は31を数えたが、そのほとんどが新川辺にか
たまっていた。
　新川で扱う酒は、灘、伏見、伊・勢、尾張、三河などのいわゆる下り酒で、問屋はそれを委託
販売の形式で仲買い、小売人に販売する問屋業者であった。三河以西から東京へ回送された下
り酒は、新川の酒問屋へ一手に集荷され、そこから仲買い店を通じて、東京市中および東日本
の諸地方へと売りさばかれた。
　酒は、明治初年まで樽回船に積まれて東京に運ばれた。東京湾についた樽回船の積み荷は、
大川口で伝馬船に積み替えられて隅田川をさかのぼり、新川、新堀の河岸の土蔵造りの酒倉に
接岸した。
　下り酒の「下り」とは、大阪から海路運ばれてきた品物の総称である。現在の言葉でいえば
「舶来品」「輸入品」＝「高級品」という意味での「下り物」である。
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4）人形町問屋街
　もとは俗称であった問屋街の富沢町つづきの人形町が、明治にはいって市区改正で正式町名
となったものである。むかし余席の末広亭辺から目本橋掘留町にかけて人形師が集住していた
のにちなんでっけられた。今の人形町はもと蛎殻町で大名の中屋敷、下屋敷が並んでいた。そ
の中の一っの有馬邸内に芝赤羽橋有馬家上屋敷から、水天宮が明治5年（1872）に移鎮され、
それが一般に開放されるに及び、安産と水難、水商売に御利益があるというので下町住民の信
仰を集め、その縁日は年々盛大になっていった。
　この水天宮の移鎮が、人形町商店街形成の主要な要素であった。
欄灘雛蔵ザ
　　　　　　　　図6－2－6
摺襟職蟹
霧礁；懸講鱗欝謙商取，1購懸鞭
騨墾戴欝保管．鷺
日本橋の商業分布
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6－2－2　物流施設としての河岸の変遷
（1）物流施設としての深川の河岸の概要
　江戸期において、物流施設としての河岸に木場河岸があり、深川にはそのような河岸が多く
存在した。
　大川（隅田川）を永代橋で渡ると、深川の地である。深川は江戸時代からの埋立地である。
木場は慶長9年（1604）年に徳川家康が江戸城普請のために木材商人を集めたことに由来する。
　明暦3年（1657）の明暦の大火以後は隅田川の川岸の永代島（現佐賀）の貯木場、猿江と移
り、元禄14年（1701）には現在の木場に移った。しかし沿岸の埋め立てによる内陸化にとも
ない、水上交通が不便となり、東京湾の埋立地の新木場に移った。元禄1！年永代橋が架橋さ
れ、深川の中心富岡八幡宮は寛永4年（1627）に創建された。西隣が深川不動（成田山新勝寺
別院）である。八幡南東方平久橋西詰と州崎神社にある津波警告碑は、低湿な埋立地のために
洪水・高潮の被害が重なり、その警告として幕府が建てさせたものである。
　越中島は明治初頭陸海軍の調練が行われたところで、西端の明治天皇聖蹟の碑は調練を見に
たびたび行幸したことの記念である。東京海洋大学（旧東京亜商船大学）は、明治35年（1902）
に京橋区銀町から移転、その明治丸は明治7年（1874）にイギリスから購入した現存する最古
の洋式帆船で、戦前まで現役をつとめ、重要文化財の指定を受けている。
　深川のかつての水上交通路は、現在では防潮堤に囲まれ、貨物を積んだ輸送船をみることは
できない。5）
（2）河川と堀割
　深川は河川や掘割が大変に多いところである。これは、埋め立てによる開発と水運を利用す
る産業が発展したためである。また河川が他の地域との境になっている。
　深川は、西に隅田川、東に横十間川を城東地域との境とし、北に竪川筋を墨田区との境とす
るところである。もともと「本所深川」と称されるように、墨田区との境はいりくんでいる。
他には、中央を南北に流れる大横川、東西には、北から竪川、小名木川、仙台堀川、旧中之堀、
旧油堀川、大島川などがある。それぞれに、支川や私有堀へっうじる堀割をわけていた。これ
らの川や堀割は、南部臨海地区の埋め立てのともなう内陸化によって、水運としての利用が減
り、徐々に埋め立てられていった。また一方南部の臨海地区には、汐浜運河、豊洲運河、東雲
運河、辰巳運河などおおくの運河がっくられた。図6－2－6は、深川の堀割を示す図である。
1）竪川
　堅川は、万治2年（1659）、本所奉行徳山五兵衛・山崎四郎左衛門が幕府の命により、隅田
川と中川の双方から開通させ、2つの河川を結ぶ河川となった。江戸城から東側を見て縦に流
れる河川であるので、その名が付いた。
2）小名木川
小名木川は、江戸幕府開設以前の、天正18年（1590）の徳川家康の江戸入りに伴い、当時行
徳で生産されていた塩を、江戸城に運び入れる目的で開削された運河である。
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3）大横川
　大横川は、業平橋（墨田区）から大島川までの河川で、万治2年（1659）に作られた。江戸
城から見て横に流れ、竪川や小名木川と結ぶのでこの名が付いた。
4）横十聞川
　横十間川は、柳島橋（墨田区）から大島川までの河川である。
5）コヒ十間川
　北十間川は、隅田川東岸から斜め東に向かい中川まで通じる河川である。大横川と同じ時期
に開削され、川幅が十間で横十間川の北にあることからこの名が付いた。
6）五間堀
　五間堀は、六間堀と同じ時期に掘られ、深川富川町（森下3丁目）までで掘留となっていた。
そして昭和30年頃に埋め立てられた。
7）六間堀
　六間堀は、小名木川と竪川を結ぶ堀である。深川村開拓の頃に掘られたものであるが、昭和
26年（1951）に埋め立てられた。名前の由来は川幅が6間であったことによる。
8）油堀
　油は、隅田川から木場に至る堀で、木場の材木輸送に大きな役割を果たしたが、昭和51年
（1976）に埋め立てられた。
9）仙台堀
　仙台堀は、隅田川へ流入する堀で、深川佐賀町の「上の橋」から始まる。ここに仙台藩主伊
達家の蔵屋敷があったことから名付けられた。
10）八幡堀
　八幡堀は、富岡八幡を取り巻く堀で、油堀の一支流である。昭和49年（1974）に油堀とと
もに埋め立てられた。
11）入堀
　入堀は、元禄13年（1700）に、小名木川から白河小学校辺り（干鰯場跡）に設けられた堀
である。
12）斎藤堀
　斉藤掘は、大横川の菊川橋から住吉駅付近までの堀。この堀に沿って旗本斎藤氏の屋敷があ
り、猿江材木蔵へと通じていた。関東大震災後の区画整理で埋め立てられた。
　これ以外にも、黒江川・小石場川などの河川があったが、交通網の発達や木場の移転を機に
ほとんどが埋め立てられた。
（3）深川の開発
　『新編武蔵風土紀稿』によると、深川の開発は慶長元年（1596）にはじまる。当時の江戸は、
豊臣秀吉による天下統一後の天正18年（1590）に徳川家康が関八洲を秀吉から与えられ、自
らの領国支配の本拠地となったばかりの頃であった。
　摂津国（大阪・兵庫の一部）の出身であった深川八郎右衛門らによって、深川神明宮の周辺
が開拓され、「深川村」の名が付けられた。
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　また、小名木川の南岸沿いも慶長元年から次郎右衛門によって開発された。土地はあちらこ
ちらに散らばっていたが、海辺に面していたため海辺新田とよばれた。そのほかの町も、おお
むね万治年間から寛文年問の頃（1658～1673）に起立されている。また、目本橋や神田にあ
った材木商が移転され、深川に元木場（佐賀、福住辺）ができた。こうして、小名木州以北か
ら南へと開発が進められ、この地域全体が深川の名でよばれるようになった。元禄6年（1693）
に新大橋が架橋された。元禄11年（1698）には永代橋が架橋されて江戸の中心部とむすばれ、
深川地区は急速に発展した。
　これら、深川の町々は、開発当初は西葛西領の関東郡代の支配地であったが、正徳3年（1713）
以降、町奉行支配に組みいれられていった。
その後、城東と接する地域の10万坪（千石・石島・千田・海辺・扇橋）、6万坪（東陽6・7
丁目）、平井新田（東陽3・4・5、南砂2丁目の一部）などが享保年間から明和年間（1716～
1772）にかけて造成された。平井新田では天明年問（1781～1789）に、塩田が営まれた。6）
（4）深川漁師町
　摂津から来た八人の者によって、隅田川沿いの現在の清澄、佐賀、福住、永代、門前仲町の
南部あたりは、寛永6年（1629）に埋め立てられた。埋め立てられた土地には、かれらの名を
とって新兵衛町、理左衛門町、藤左衛門町、次郎兵衛町、弥兵衛町、助十郎町、彦左衛門町、
助右衛門町と名づけられた。そしてこの八か町は、漁師町と呼ばれることになった。元禄8年
（1695）、町名があらためられ、相川町、熊井町、佐賀町、清住町、富吉町、諸町、黒江町、
となる。このうちの佐賀町は藤左衛門町と次郎兵衛町がひとっになり、九州の佐賀港と風景が
似ていることから名づけられたという。このとき八か町が七っになるが、同時に大島町が新た
に成立し、同じく八か町となった。大島町は、漁師八か町と越中島のあいだを流れる川の名の
由来となった町名である。
　深川漁師八か町の漁師たちは、漁船にかかる年貢を免除される代わりに、r御菜御肴」（魚介
類のこと）を年に36回幕府へ献上すること、将軍の鷹狩などに際、船頭と船を提供して荷物
を運ぶことが義務づけられた。
　漁師町八か町は、幕末になると十三か町となった。さらに明治以降十四か町となり、これが
戦後までつづくことになる。この拡張した部分は、現在の古石場、牡丹であり、隅田川の川口
から深川八幡宮の門前南側までその範囲をひろげたのである。
　明治以降の深川漁師町を代表するものは、深川魚市場と黒江町の夕河岸である。明治20年
（1887）頃はじめられた夕河岸は、現在の永代二丁目の永代通りに面して毎目だされ、活きた
ままの魚を売ることで有名であった。また、明治20年代以降には、海苔の養殖がおこなわれ
るようになった。
　明治36年（1903）に結成された漁業協同組合は、海水の汚染や埋め立てにより漁業権を放
棄したため、昭和36年（1961）に解散した。深川の漁業は寛永年間（1624～1644）以来つづ
いてきたが、終焉を迎えた。7）
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（5）木場
　徳川家康が江戸に入府し、慶長9年（1604）から11年にかけて江戸城本丸を建設した際、
築造に必要な巨木や良質の木材を伐採運搬させるため、駿河・三河・猿江（愛知・静岡の一部）・
紀伊から材木商人を呼び集め、これに協力させた。工事終了後、これに従事した材木商に竣工
後営業の免許を与え、かれらは目本橋・神田辺りに住んで店舗を構え、営業を始めた。
　しかし、明暦3年（1657）の明暦の大火以後、防火のために江戸市中から離れた場所ではあ
るが、江戸市中に近く、水運の便が良い、現在の佐賀、福住、永代あたりの「深川元木場」と
よばれる場所に移された。この場所は、元禄12年（1699）に木場が移転したあと二十一の町
となる。
　元禄12年（1699）、木置き場は一時猿江（毛利・住吉二丁目）に移され、元禄14年（1701）
に現在の木場二～五丁目に再度移転した。木置き場の移転にともない、隅田川と新しい貯木場
を結ぶ油堀（昭和52年埋め立て）が開削されるなど、深川は大きな発展をみた。
　防災拠点開発構想によって昭和47年（1972）から、14号埋立地への移転がはじまり、昭和
50年（1975）、木場の木材関連産業約700社の移転によって、新木場の活動は開始され、現在
でも、全国の原木需要の約10％を扱っている。
筏業は、木場では川並とよばれ、材木を筏に組んでその上にのり、運搬するのを業とした。大
問屋では抱えの木挽や川並をおいていた。現在、筏は船に曳かせて運ぶが、かつて、潮の干潮
をはかり、隅田川をのぼった。川並たちのあいだには、木場の角乗、木遣などの、伝統芸能が
現在もうけつがれている。角乗は川並たちの余枝から生まれた。文化年間から文政年間（1804
～1830）頃から芸能として興行するようになったとつたえられている。また、木遣は、大勢で
協力して材木を動かすとき、息をあわせるために即興でうたった労働歌である。8）
（6）江戸の倉庫
　江戸が大消費地として発展するにつれて、諸国の物資が江戸に送られてくるようになった。
これらの物資は、主に海運、荒川水路によって輸送された。そこで、①江戸市街地に近い、②
水運の便がよい等の理由から、隅田川の小名木川河口から永代橋付近にかけて、倉庫が建ち並
び、米、雑穀、油、干鰯（肥料〉の集散地として繁栄した。
　油会所一松賀町に油油会所があり、松賀町の北の河岸に油倉庫があった。油は重要な生活物
資であり、鰯などからとった動物性油と、菜種からとった植物性油があった。
　干鰯場とは、干鰯の荷揚場であった。干鰯は鰯を干したもので、綿作や藍作など商品作物の
栽培にとって、当時の最良の肥料だった。寛永年間（1624～1644）に初めて銚子、茨木辺り
から利根川・江戸川・小名木川をへて江戸に出荷された。干鰯の荷揚場は、元禄8年（1695）
森下4丁目辺りの小名木川沿いにできたが、1697（元禄13）年以降、銚子場深川海辺新田（白
河1丁目）、永代場永代町（佐賀2丁目、福住2丁目）、江川場和倉町（深川2丁目）の3ヶ所
に荷揚場が設置された。（図6－2－7）
　また江戸市街の発展に伴い、目本橋・京橋辺りの問屋は、水運の便の良いこの地に自家用倉
庫を設け、多量の入荷に備え、ときには貸蔵（貸倉庫）にもしていた。
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（7）深川籾蔵・御材木蔵御用地
　深川の籾蔵は、松平定信により、貯蔵用として完備された。寛政7年（1630）、深川橋富町
（常盤1丁目）に設置され、六間堀近くの南北50問、東西80間の4，000坪の土地があった。
同10年から享和2年（1802）までに、土蔵（5間×30間）が11棟建てられたといわれてい
る。しかし明治5年（1872）年に廃止された。総坪数55，280坪のうち、入堀は25，000坪であ
った。糀町隼町に在住の町人伊勢屋藤左衛門が願い出て開発し、享保11年（1726）検地を受
け、御材木蔵御用地となった。
（8）深川正米市場
　明治19年（1886）、佐賀町2丁目（現佐賀町1丁目8番地）に深川正米市場ができた。市
場には誰でも自由に出入して米を買うことができたが、必ず仲次人の手を経なければならなか
った。この正米市場は昭和3年（1928）に再建されたルネサンス風の建物は、食糧ビルディン
グの名で既存している。大正14年（1925）10月には、浜園町（現塩浜1丁目）に農林水産省
の食糧事務所の倉庫が建てられた。倉庫は19棟、建坪野辺33万平方メートルもあり、現在も
農林省倉庫として残っている。（図6－2－8）
燦
　　　一喉
図6－2－7　文久2年（1862）の本所深川絵図16）
熱灘漢難
図6－2－8　文久2年（1862）の本所深川絵図17〉
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6－3　江戸の都市計画と都心（CBD〉
6－3－1　江戸の都市計画とロジスティクス
　徳川家康が関東の任地として選択した理由には、物資供給の利点を重視したとの説がある。
例えば、岡野友彦は、伊勢と品川を結ぶ太平洋海運と、銚子・関宿から浅草に通じていた利根
川・常陸川水系に着目し、「中世を通じて東国水上交通の要衝であった江戸を家康が選ぶのは、
あまりにも当然の選択であった」としている。またミュルビヒルはアメリカを例に、開拓時代
に「商業地域が各開拓地の波止場周辺に発達していった。」とし、「古い河川都市の下町地域は、
国内の近代的大都市の中央商業地区に発達した」としている。つまり、物資供給と都市の成立
の関係は、一般的な傾向と考えることもできる。9）10）11）
　近年ビジネス用語として定着したロジスティクス（Logistics；兵軸〉は、そもそも食料や軍
需品の供給補充輸送を意味し、戦略（Strategy）と戦術（Tactics）とともに三大軍事用語であ
った。つまり、ロジスティクスにすぐれていた戦国武将が、都市の成立に必要な上水と物資供
給の重要性に着目していたのではないかと考えられる。
6－3－2　都心（CBD）の拡大と発展
　江戸期の河岸は、荷揚場としての物流機能を持つとともに、現代の繁華街や商店街のような
商業中心としての都心（CBD）の原型であった。
　明治期には、河岸のある目本橋や神田から上野広小路までの地区や、金融ビジネス街として
の兜町、問屋街としての小伝馬町や堀留などが、都心となった。そして水運の便と無関係の商
業業務機能は、大手町や丸の内などへと拡大していった。現在の都心は、虎ノ門や赤坂まで拡
大している。12）
　一方の物流施設は、大量輸送に限界のある運河や水路から逃れ、水運の利便性を確保するた
めに隅田川の対岸の深川へと移転していく。すなわち河川沿いや水路沿いにあった江戸期の物
流施設の移転の背景には、物資輸送の主たる交通機関の転換にあったと考えることもできる。
このような輸送機関と物流施設、都心の変遷をみると、江戸期においては、人と物の交通が分
離していたが、現代になるに連れ、物資輸送の輸送機関と人の交通の交通機関が同じなったり、
同じ交通路を利用したりするようになった。それにともない、物流施設も商物分離もしたとい
う傾向があることが分かる。（表6－3－1、図6－2－1、図6－3－2）
表6－3－1　都市内と地域間における輸送手段の変遷
　　　　　　　　　　　　　　　手段
自動車（トラック）
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　　図6－3－1　河岸と商業業務・物流機能の変遷
江戸期
現代
商業業務機能　　　　　物流機能
商業中心としての溝岸
大手町
の内
京橋
座
日本橋 深川
国
都心（CBD） 物流拠点
図6－3－2　都心（CBD）の成立と発展の構図
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6－4　本章のまとめ
　本章は、江戸期から現代における河岸の変遷と、江戸の都市計画と都心について明らかにする
ことを目的とし、江戸期から現代における河岸の変遷を、江戸市街に着目して商業中心と物流施
設み視点から明らかにした。これにより、単なる物流施設であった河岸が、商業中心と物流施設
に分離して発展・拡大していたことがわかった。
　次に、江戸の都市計画と都心を、江戸の立地選定と都市計画とロジスティクスを明らかにし、
試論として年のロジスティクスと風水について述べることによって、物流システムの変遷を輸送
機関と河岸の変遷からみて、都心（CBD）の拡大と発展について明らかにした。これより、物
流システムの変遷と都心の発展と拡大の相互関係にっいて明らかとなった。
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第7章おわりに
　本研究は、江戸期における河川舟運の物流システムに着目して、江戸期の河川舟運による物資
需要の増加の背景と、江戸期の河川舟運による輸送物資や川舟、さらに河岸の立地の特徴を明ら
かにし、江戸期から現代までの都心の変遷の特徴を明らかにすることを目的とする。本研究の内
容と得られた結果を章別に要約すると、以下のとおりでなる。
　第1章では、本研究の背景、目的、手順を述べた。
　第2章では、本研究における析対象である河川舟運の概要と物流システムの考え方を述べた。
　第3章では、江戸期における河川舟運による物資輸送の増加の要因を、対象河川別に述べ、ま
た河川舟運による物資輸送の増加の要因を政治的背景と経済的背景の視点から明らかにした。そ
の結果、物資輸送の増加の要因には、物資供給の増加と、人と物の交通の分離、河川舟運の統制、
商取引活動の増加に要因があることが分かった。
　第4章では、江戸期における河川舟運による輸送物資を、河川別に明らかにすることにより、
輸送物資の品目特性と輸送形式を明らかにした。また、河川別に河川舟運により利用された川舟
の特徴を明らかにした。その結果、川舟の輸送効率や経済性、その品質管理や、河川の特徴によ
る川舟の種類や運航方法が分かった。
　第5章では、江戸期における河岸の立地場所の特徴を明らかにすることを目的とし、まず江戸
期の河川舟運における物流施設を明らかにし、次に河岸の物流機能を明らかにし、河岸の立地場
所の分類の考え方を述べた。その結果、利根川の河川舟運における河岸の立地場所の特徴を明ら
かにしたとき、河岸は必ず交通の要所にあったことが分かった。
　第6章では、江戸期から現代における河岸の変遷を商業中心や物流施設としての河岸の変遷を
明らかにすることを目的とする。その結果、輸送機関の変遷と都心の拡大と発展の相互関係につ
いて分かった。
　第7章では、本研究の総括的結論を以下のように述べた。
　①江戸期における河川舟運の物流システムの構築は、河川や河岸などの交通施設の整備だけで
なく、輸送制度の確立や輸送物資の品質管理などを考慮していた。
　②江戸期から現代における都心の拡大と発展は、河岸に着目したとき、商業業務機能と物流機
能の分離による都心の発展・拡大がされていた。
　これらより、江戸期における河川舟運の物流システムと都心の変遷について明らかにした。
　今後は、各河川舟運の河岸ごとの江戸期から現代の変遷に着目し、都心の発展と拡大、または
衰退と縮小について明らかにし、これらの視点から都市と物流システムの相互関係について考え
たい。
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1利根川の河川舟運における河岸の自治体名と江戸期の主な領主
河序名 所属自治本名 江戸、の主な領主
五料沼之上 沼之上村 前橋ジ
靱負
新 沼之上村 前橋藩
烏川
高崎 高崎 高崎藩
神流川　　　　鬼石 鬼石村 幕府
倉賀野 倉賀野村 高崎藩
藤ノ木（藤木） 毘沙吐村
川井 川井村 前橋藩
黛 黛村
八丁 八町河原村 本庄藩
三友 新井村
八斗島 八斗島村 前橋藩
山王堂 山王堂村 本庄藩
一本木 一本木村 藤岡藩
広瀬川
前橋（三川） 前橋 前橋藩
伊勢崎 伊瀬崎町 伊勢崎藩
馬見塚 馬見塚村 伊勢崎藩
平塚 平塚村 幕府
中瀬 中瀬村 深谷
徳川 徳川村 幕府
高島 高島村 深谷
前島 前島村 前橋藩
石塚 石塚村 幕府
出来島 出来島村 忍藩
妻（女）沼 妻沼村 幕府
古戸 古戸村 幕府
古海 古海 館林藩
舞木 舞木村 幕府
葛和田 葛和田村 幕府
酒巻 酒巻村 忍藩
中条 下中条村
須賀 須賀村 館林藩
上新郷 上新郷 忍藩
龍舞
長宮 本川俣村
川俣 川俣村 館林藩
稲子 稲子村 幕府
発戸 発戸村 幕府
千津井 干津井村 旗本
下村君 下村君村 足利藩、龍ヶ崎藩
飯野 飯野村 旗本
大高島
大越 大越村 幕府
飯塚（飯積〉 飯積村 古河藩
渡良瀬川
福富
猿田 南猿田村 旗本
梁田 梁田村 旗本
奥戸 奥戸村 古河藩
高橋 高橋村 旗本
〈注）二欄は本調　において不明
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1利根川の河川舟運における河岸の自治体名と江戸期の主な領主
河序 所　自治本名 江戸　の主なゆ主
渡良瀬川
小曾根 小目根村 旗本
羽田 羽田村 旗本
早川田 早川田村 館林藩
秋山川 馬門 馬門村 旗本越名 超名村 旗本
高取 高取新田 古河藩
藤岡 藤岡村 古河藩
海老瀬 海老瀬村 旗本
支流 麦倉 麦倉村 古河藩
思川
小倉川 荒井惣社 惣社村 壬生藩
黒川 壬生 壬生城下 壬生藩藤井 藤井村 壬生藩
姿川 飯塚 飯塚新田 壬生藩半田 半田村 幕府、旗本
三拝 三拝河岸村 旗本
島田 島田村 旗本
小山 小山町 宇都宮藩
網戸 網戸村』 古河藩
乙女 乙女村 幕府
生井
巴波川
栃木 栃木町 足利藩
沼和田 沼和田村 旗本
永野川片柳 片柳村 旗本
部屋 部屋村 幕府、関宿藩
新波 新波村 古河郡
古河 古河町
鷺宮
栗橋 栗橋宿 幕府
前林 前林村 幕府
塚崎 塚崎村 幕府、関宿藩
江戸川
関イ 関宿
向河序
西宝王花 西宝珠花村 幕府
東宝珠 東宝珠花村 旗本
岡田 岡田村 幕府
西　野井 西金野井村 幕府
尾崎 尾崎村 幕府、旗本
中野
岩名 岩名村 幕府
野田 野田町 旗本
ラ 金杉村 幕府
今上 今上村 幕府
深井 深井新田 幕府
加 加藤村 幕府
三冊之（野）江 三輪野江村 幕府
加寸
丹壬 丹後村 幕府
流山 流山村 幕府
（洋）　欄は本調杳において不明
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1利根川の河川舟運における河岸の自治体名と江戸期の主な領主
河斥名 所　自治本名 江戸　の主な領主
江戸川
田井 田井村 幕、
樋口
松戸 松戸町 幕府
金町 金町村 幕府
市川 市川村 幕府、旗本
本行徳 本行徳村 幕府
伊力 伊勢宿 幕府
一干家
当代 当代嶋村 幕府
桑川 桑川村 幕府
境 境町 関宿藩
桐ケ作 桐ヶ作村 関宿藩
木間ヶ瀬 木間ヶ瀬村 幕府
新井
飯沼川
稲荷
幸田 幸田村 幕府
馬洗
五反田
閾門
中里 中里村 関宿藩
木下
栗山
三ツ堀 三ツ堀村 田中藩
瀬戸 瀬戸村 旗本
鬼怒川
小林 小林村 幕府
上平 上平村 宇都宮藩
氏家 氏家村 宇都宮藩
上阿久津 上阿久津村 宇都宮藩
白沢 白沢村 宇都宮藩
宝積寺 宝積寺村 宇都宮藩
下岡本 下岡本村 宇都宮藩
板戸 板戸村 宇都宮藩
道場宿 道場宿 宇都宮藩
錨山 鎧山村 幕府
石井 石井村 宇都宮藩
篭谷（籠谷） 籠谷村 宇都宮藩
石法寺
勝瓜 勝瓜村 幕府
蓼沼
柳林 柳林村 幕府
上三川 上三川村 幕府
大沼 大沼村 幕府
粕田 粕田村 幕府
中里
三本木 三本木村 幕府
若旅 若旅村 幕府
上谷貝 上谷貝村 幕府
大道泉 大道泉村 幕府
吉田 吉田村 幕府
（注）二　は本調査において不明
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1利根川の河川舟運における河岸の自治体名と江戸期の主な領主
河序名 所属自治　名 江一、の主なふ主
鬼怒川
大島 大島村 旗本
福良 福良村 幕府、旗本
小川 小川村 下館藩
中島 中島村 幕府
伊佐山 伊佐山村 幕府、旗本
川島
女方 女方村 旗本
船玉 船玉村 結城藩
田川 小森 小森村 結城藩久保田 久保田村 結城藩
中村
山王 山王村 壬生藩
平方 平方村 山城淀藩
山川 上山川村 幕府、旗本
高崎 高崎村 佐倉藩
桐ケ瀬 桐ヶ瀬村 旗本
野爪 野爪村 幕府、旗本
川尻 川尻村 幕府
長塚 長塚村 下妻藩
粟野 粟野村 旗本
鎌庭 鎌庭村 常陸牛久藩
宗道 宗道村
鈴木
石下 石毛 幕府藩
蔵持 蔵持村 幕府、旗本
三坂
中妻 中妻村 幕府、旗本
羽生 羽生村 旗本、弘経寺
水海道 水海道村 幕府
江島
樋口
（畑代）
新宿 新宿村 幕府、旗本
鹿小路
板戸井 板戸井村 田安家、幕府
大山 大山村 田安家
大木 大木村 田安家、幕府
小貝川
雷神
渕頭
（畑代）
寺畑 寺畑村 関宿藩
杉下 杉下村 旗本
内守谷 内守谷村 守谷藩
平柳 平柳村 幕府、旗本、土浦藩
下河岸
神住 神住村 幕府、旗本
伊丹 伊丹村 幕府、前橋藩
道仙田
戸田井
（注）エ欄は 調査において不明
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1利根川の河川舟運における河岸の自治体名と江戸期の主な領主
河序 所属自治本 江戸、の主な領主
野木崎 野木崎村 旗本
支流 船戸 船戸村 幕府、田中藩三尾（三ケ尾） 三ヶ尾村 幕府、旗本
戸頭 戸頭村 高岡藩、幕府
布施 布施村 幕府・田中藩
取手 取手村 関宿藩
小堀
布佐 布佐村 幕府・旗本内藤氏
布川 布川村 山城淀藩・幕府
六軒
木下
立崎 立崎村 山城淀藩・幕府
藤蔵
船尾 船尾村 幕府・佐倉藩
臼井 臼井村 佐倉藩・旗本
源清田 源清田村 幕府・旗本
矢口 矢口村 淀藩
下町歩 下町歩 前橋藩
田川 田川村 幕府
安西 安西新田村 淀藩
西大須賀 西大須賀村 淀藩・旗本
支流 寺台 寺台村 佐倉藩長沼 長沼村 淀藩
滑川 滑川村 淀藩
源太
金江津 金江津村 旗本
高岡 高岡村 高岡藩
平川 平川村 幕府
（福島）神崎 神崎村 幕府
押砂 押砂村 幕府
江口
高谷 高谷村 高岡藩
六角 六角村 幕府
結佐 結佐村 幕府
石納 石納村 幕府・伊勢津藩
支流 松子 松子村 旗本堀氏
新利根川 伊佐部 伊佐部村 旗本松平氏
牛堀 牛堀村 水戸藩
西代 西代村 十六島新田上新島
荒川
佐原 佐原村 佐倉藩
津宮 津宮村 幕府・旗本3氏
大（一之分目） 一之分目村 幕府・旗本2氏
支流　　　　　　小見 小見川村 幕府・小見川藩・津藩
小見川
阿玉（阿玉川）
笹川
新宿 新宿村 旗本小沢氏
長栖 長栖村 大久保氏・丸毛氏
（注）エ欄は本調　において不明
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1利根川の河川舟運における河岸の自治体名と江戸期の主な領主
河序　　　　　　　　所　自治本名 江戸、の主な領主
賀村 賀村 妻木氏
息栖 息栖村 大久保氏
萩原 萩原村 金森氏
宝山
石出 石出村 天野氏・大岡氏
太田
東今泉
宮原 宮原村 夏目・佐野氏
桜井 桜井村 久世氏
笹本
富川 富川村 小見川藩
矢田部 矢田部村 松下氏
野尻 野尻村 高崎藩
高田 高田村 板倉氏
松岸 松岸村 朝倉氏
別所
波崎
銚子
本銚子
6‡）欄は太調杏において不明
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